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屋島寺宝物館改築工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
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1 本報告書は,宗教法人屋島寺が計画した宝物館改築工事に伴う発掘調査報告書で,高松市屋島東町
に所在する屋島寺 (や しまじ)の調査報告を収録した。

2 発掘調査地ならびに調査期間は次のとおりである。
調 査 地 :高松市屋島東町1807番地

発掘調査 :平成 2年 4月 5日 ～平成 2年 5月 31日

3 発掘調査および整理作業は,高松市教育委員会が担当した。発掘調査費用は屋島寺が,整理費用は
高松市教育委員会が負担した。

4 発掘調査は,高松市教育委員会文化部文化振興課 文化財専門員 ナH畑聰が担当し,末光甲正 (讃岐
文化遺産研究会)がこれを補佐した。さらに,香川県教育委員会からの派遣を受けて,同事務局文
化行政課 岩橋孝氏 (当時)の指導を随時受けた。また,調査図面作成にあたって,文化振興課 文
化財専門員 山元敏裕および非常勤嘱託 中西克也が補助した。整理作業は川畑があたった。

5 本報告書の執筆・編集は,川畑が行った。ただし,第 2章は,本市教委報告書第 62集「史跡天然
記念物屋島基礎調査事業調査報告書 I」 から抜粋して作成した。

6 発掘調査から整理作業および報告書執筆を行うにあたって,下記の関係諸機関ならびに方々からご
教示を得た。記して厚く謝意を表すものである。(五十音順,敬称略)
香川県教育委員会,屋島寺

7 挿図として,高松市都市計画図 1/10,000「高松市 3」 および 1/2,500「屋島 2」 を一部改変して使
用した。

8 本報告の高度値は海抜高を表し,方位は第 1～ 3'45・ 47・ 48・ 55図が真北を,それ以外は磁北を示す。
方位がない地図は,上が北を表す。

9 本書で用いる遺構の略号は次の通りである。
SB:掘立柱建物跡  SD:溝   SK:土坑  SP:柱穴  SX:不 明遺構

10 発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会で保管している。
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第 1 調査の経緯と経過

屋島は,全域が国の史跡天然記念物に指定されており,工事等に際しては事前に文化庁への現状変更
申請と許可が必要である。このため,平成元年 7月 14日 ,宗教法人屋島寺から本市教育委員会に対して ,

同寺宝物館改築工事にかかる現状変更申請について打診があった。さっそく本市教委は香川県教育委員

会を通じて文化庁に報告したところ,埋蔵文化財の有無を確認するための試掘調査が必要であるとの指
導がなされた。これを受けて,屋島寺,県教委,市教委で三者協議を行い,試掘調査を実施することに
なった。

試掘調査は市教委が担当し,既存の宝物館解体工事が終了した後,平成 2年 2月 13日 ～ 27日 にかけ
て実施した。調査の方法は,新設宝物館の建設範囲が南北に長いことから,建設予定地のほぼ中央に南
北方向の トレンチを設定した。その結果,弥生時代から近世にかけての遺物および時期不明の遺構が確
認され,宝物館建設予定地全域に埋蔵文化財が包蔵されていることが明らかになった。このため,再度
三者協議を行い,包蔵地の現状保存が不可能であることから,記録保存を目的とした発掘調査を実施す
ることになり,市教委と屋島寺は平成 2年 4月 2日 に発掘調査協定書を結んだ。

発掘調査は,平成 2年 4月 5日 から5月 31日 にかけて,県教委の文化財専門員の派遣を受けながら
市教委が主体となって実施し,調査費用は屋島寺が負担した。

調査終了後,市教委は発掘調査の概要報告を,県教委を通じて文化庁へ提出した。この報告は,高松
市埋蔵文化財調査報告第 62集「史跡天然記念物屋島基礎調査事業調査報告書 I」 に収録 している。そ

の後,整理作業を市教委が随時実施し,本報告を刊行することとなった。遺構や遺物の年代・評価等に
ついては,本報告が最終のものである。
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第 1図 調査地位置図 (縮尺 1/2,500)
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第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理 的環境

屋島は,高松市の北東部に位置し,瀬戸内海に突き出た半島状を呈している。現在は陸続きとなっ
ているが,かつてはその名が示すとおり島であった。古 くは屋島の南西部から南東部にかけて遠浅の
海が大きく入り込み,港が存在していたようである。屋島の地形に変化が見られるのは,江戸時代に
はじまる大規模な塩田開発によって,遠浅の海は順次埋め立てられて塩田となり,その風景は大きく
変化する。寛永 14年 (163り には西嶋八兵衛の埋め立てにより高松平野と陸続きとなった。その後,正
保 4年 (1647)松平頼重が陸続きとなった屋島相引の地に相引川を切り開き,現在に至っている。
屋島は日本を代表する「メサ」地形の典型として有名であり,東西から見たその山容は屋根形を形
成し,天然記念物としての指定理由の一つでもある。これらの地形は,熔岩の周囲とその上部が開析
されて形成された開析熔岩台地で,基盤が花開岩,中腹から上部が凝灰岩,最上部に讃岐岩質安山岩
が水平にのり,浸食作用によってできた安山岩の垂直に切 り立った崖が山頂の平坦面を取 り囲む特徴
的な景観を呈している。

中腹に存在する凝灰岩がある部分は江戸時代に採石場がつくられ,火鉢や灯篭・祠の材料として切
り出された。その採石場跡はコウモリの生息地となっている。凝灰岩の一部は山上部にも露出し表面

を造形して雪に見立てて作庭 し,名所雪の庭として知られている。
屋島は源平合戦の古戦場としても有名であり,屋鳥の東側を中心に史跡が点在する。これらを売 り
物に明治末年頃から観光客が増え始め,山頂に旅館や売店がつくられ営業がはじまる。昭和 47年 には
過去最高の 246万人の観光客が屋島を訪れ,観光地屋島の責金期を迎える。その後,屋島を訪れる観
光客は余暇の多様化などに伴い,昭和 47年 を境に下降線を辿 りはじめ,平成 17年の屋島の観光客は
約 57万人で,最盛期の 1/4に まで減少している。
山上部の様相とは反対に昭和 30年以降,高松市中心部との地理的な要因から屋島南西部を中心に急
速に宅地化が進展した。人口の増加に拍車がかかっ

たのは昭和 46年 に塩田が廃止され,その跡地に昭

和 48年から区画整理事業が行われたことが,人口
増加に大きくつながった。屋島地区の人口増加は

その後も続き,平成 19年 6月 1日 現在の屋島地区
の人口は22,431人 で高松市の人口の約 5%弱 を占
め,市内を代表する住宅地となっている。
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第 2節 歴 史 的環境

屋島は史跡天然記念物に指定されているが,その理由として,白村江の戦いの敗戦を契機として造ら
れた屋嶋城,唐僧鑑真開基と伝えられ四国霊場 84番札所でもある屋島寺,そ して源平合戦古戦場があり,

まさに歴史の宝庫である。この屋島の歴史について,古い順から紹介する。
旧石器・縄文時代に関する遺跡は確認されておらず,屋島で人々の活動が確認されるのは弥生時代中
期である。明確な遺構は確認されていないが,南嶺での調査で弥生時代中期の土器・石鏃などがまとまっ

て確認されており,居住していたと想定される。次いで弥生時代後期末頃の上器が南嶺北斜面や北嶺山
上部で出土しているが,極めて少量であることから,定住していた可能性は低い。一方,屋島西海岸の

浦生集落には製塩遺跡と考えられる鵜羽神社境内遺跡があり,多 くの製塩土器に混じって弥生後期末の

土器が出土している。

弥生時代後期末から古墳時代前期初頭と想定される墳墓・古墳群として,尾根稜線上に造られた浜北
古墳群がある。正式な調査を経ていないが 3基からなり,一番山側が 1号墳で全長約 30mの 前方後円

墳である。 2号墳は,1号墳よりも下方に位置し,かろうじて南北約 10m,東西約 5～ 6mの範囲で
古墳状の隆起が認められる。 3号墳は,2号墳の北西下方約 50m西面崖面にあり,箱式石棺を主体部
にもつ円墳と台帳登録されているが,長い年月の間に流出したのか現在は確認できない。

古墳時代中期では,屋島の北先端に位置する長崎鼻古墳があり,海を意識して築造されている。平成
8～ 10年度の確認調査により,全長約 45.8mを 測る3段築成の前方後円墳で,墳丘表面には葺石が認
められた。埋葬主体部である竪穴式石存【からは,阿蘇熔結凝灰岩製の舟形石棺が確認され,海上交通に

関係した被葬者像が考えられている。

古墳時代後期では,数基からなる古墳群が屋島南側山裾に点在して確認されているが,どれも発掘調
査を経ていないので詳細は不明である。中筋北古墳は,南面した緩やかな傾斜地にあって,墳丘は流失
してしまっているが,蓋石を失った組み合わせ石構が残ると伝わり,石棺の内法規模は長さ約 2.4m,
幅約 0.6mと いう。屋島中央東古墳は,昭和 43年の宅地造成で破壊され,現在は宅地内の庭園の一隅
に石材が 2石残るのみであるが,石の規模から横穴式石室であったと想定されている。墳丘跡から古墳
時代後期の須恵器が採集されている。屋島中央西古墳は,中央東古墳の西方に位置する横穴式石室墳で ,

両側壁と奥壁の基底部近くが残るのみである。残存石室の規模は幅約 25m,長 さ約 5,Om,残存高約 1.2
mである。出土遺物は確認されていない。谷東古墳は農協学園グランドの上方に位置する横穴式石室を

内部主体とする古墳である。金刀比羅宮社域古墳は,四国電力高松荘裏山にある金刀比羅宮の小祠の東
側約 8mにある。埋葬主体部である箱式石棺は,北半分に小祠がのって状況が不明であるが,南半分は
蓋石を失って上縁部が露出している。現存の墳丘規模は,長径約 8.Om,短径約 60m,高 さ 1.Omで ある。
東山地古墳は,金刀比羅宮社域古墳の東方に位置し,横穴式石室が開口している。湯の谷古墳群は,3
基からなる古墳群で屋島の南東斜面に位置する。直径は約 5.5～ 8.Om,高 さ0.5～ 1.2mの規模をもち,

墳丘の中央部には盗掘坑と考えられる窪みが認められる。主体部の構造は不明であり,遺物の出土は伝
えられていない。湯の谷古墳群は,墳丘の規模等から中筋北古墳や金刀比羅宮社域古墳と同様に箱式石
棺を主体部にもつ古墳であったと想定される。

屋島には古墳時代の集落は認められていないが,浦生にある鵜羽神社の境内では,製塩土器が散布 して
いるとともに,製塩炉と考えられる焼土や炭などが露出している。製塩土器は,古墳時代後期から平安
時代のものまで出上していることから,製塩遺跡として長期間の操業が想定される。塩と屋島が属する
山田郡に関連して,平城宮跡出土木簡の中に「□ (讃)岐国山田郡海郷□葛木部龍麻呂□□□ (調塩一つ斗」

がある。海郷については,平安時代初期に編纂された『倭名類衆抄』には記載はなく,現在では海郷が
山田郡のどの地域を指しているかは不明である。ただし,その名から海に面した郷であることは間違い

なく,平安時代初期までに山田郡の北端にあった高松郷に吸収された可能性がある。いずれにしても屋
島を含む山田郡の海岸線では,調貢用を含めて塩の生産が行われていたことは間違いないようである。
飛′専時代の遺跡としては屋嶋城跡がある。『日本書紀』によれば天智 6年 (667)11月 に築城の記載が

見られるが,浦生の谷奥にある石塁が関連する遺構と想定されていただけで,長 らく実態が不明であっ
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た。ところが,平成 7年度から本市が実施している屋島基礎調査事業や,地元研究者による新たな石塁

発見によって,実態が明らかになりつつある。それは,山頂の平坦部を取り囲む垂直に切り立った崖を
外郭線として巧みに利用し,崖が途切れる部分に石塁や土塁を構築して防御を固めている。さらに中腹
にも集落の奥,標高 100m地点に浦生石塁が築かれており,二重の防御ラインを形成している。しかし

ながら,屋嶋城跡の存在を不動のものにしたのは,平成 13年度調査で確認された城門遺構の発見である。

発見された城門遺構は,外郭線の南西部分にあり,幅 5.4m・ 奥行 ll mを測 り,懸門や階段状の床面 ,

排水溝をもつなど,他の古代山城に類例のあまり見られない構造を有し,規模的にも他城と比較して遜
色のないものであった。

屋島では,屋嶋城跡以外に飛鳥時代の遺跡は認められないが,屋島の南岸にあたる古高松地区では,
山田郡の条里地割とは異なる方位 (N5° E)の条里地割が存在する。この地割の中に所在する小山・

南谷遺跡では,祭祀性の高い井戸が確認されている。さらに,小山・南谷遺跡の東斜面にある奥の坊遺
跡では,こ の異方向条里地割と一致する溝と掘立柱建物跡数棟を検出している。

奈良。平安時代になると,屋島寺が登場する。寺伝では,唐僧鑑真が京へ上る途中に屋島北嶺に立ち寄っ

て開基 したのが始まりで,その後南嶺に移つたとなっている。北嶺に千間 (軒 )堂跡の名が残っていたが ,

長らく実態は不明であった。平成 11年度の分布調査で基壇をもつ礎石建物跡が確認され,平成 12年度
には基壇内部の調査で須恵器多口瓶が 4点確認されたことから,寺伝のとおり北嶺に寺院が存在したこ

とが判明した。しかしながら,出上した多口瓶は形態等の特徴から最も古いものでも9世紀後半までし

か遡らず,周辺部で出土した土器にも8世紀中頃まで遡るものは見当たらない。北嶺の寺院が奈良時代
まで遡るかどうかは今後の調査に期待される。

小山・南谷遺跡と新田街道 (県道屋島西塩江線)を挟んで西側に位置する新田本村遺跡では,10世

紀頃の掘立柱建物跡群が確認されている。そのうち,遺跡の東端にあり2間 ×5間の規模をもち東西に

長い総柱の掘立柱建物跡が検出されており,倉庫跡になるものと考えられる。さらに,掘立柱建物跡群
に沿って,東西方向の最大幅 4.5mの大型溝も確認されており,当時の海岸線が遺跡近くまで入り込ん
でいた可能性を考えると,港湾施設的な集落跡と想定される。さらに出土遺物の中には,越州窯青磁や
円面硯,土馬といったものが見られ,官衛的様相も漂わせている。
新田本村遺跡の南東約 600mには古代寺院として山下廃寺が存在する。山下廃寺では,讃岐国分寺跡
や同尼寺跡,同 じ山田郡にある宝寿寺跡と同文の軒瓦片が散布しており注目される。

そして,平安時代末期にあたる元暦 2年 (■85)2月 に,屋島東麓を中心として源平屋島合戦が行わ
れた。合戦の内容は『源平盛衰記』『平家物語』『吾妻鏡』『玉葉』の中に詳しいが,屋島東町から牟礼

町牟礼そして庵治町に至る各所にも,合戦にまつわる史跡 (伝承地)が残されている。
室町時代には屋島では製塩が盛んに行なわれたようであり,江戸時代には屋鳥の西側から南西にかけ
て塩田が分布していた。実際,文安 2年 (1445)か ら同3年にかけての記録である『兵庫北関入船納帳』

には,船籍地として方本 (現在の屋島西町潟元)の地名が見られ,積荷は塩であった。この方本を船籍
地とする船は400石以上の大型船であり,方本が港として充分な機能を有していたと想定される。さら

に,大型船に積み込むほどの量の塩が盛んに生産されていたことがうかがえる。

《参考文献》

国島浩正 1988「律令体制と讃岐J『香川県史 1』 原始・古代

藤好史郎 1996「高松市新田町小山 南谷遺跡の発掘調査」『条里制研究』第12号 条里制研究会
橋詰 茂 1989「海の時代―内海産業と水逗の発達― 」『香川県史2』 中世

〔第3図 遺跡名】
1長崎鼻古墳       2千 間堂跡

6《北水門推定地》    7《 貯水池推定地》
11《南西斜面外郭線・城門》 12《東斜面外郭線》
16浜北 2号墳       17浜 北 3号墳
21屋島中央東古墳     22金 刀比羅宮社域古墳
26湯ノ谷 3号墳      27佐 藤継信の墓

3鵜羽神社境内遺跡  4浦生石塁
8屋島寺      9《 貯水池推定地功
13《貯水池推定地》 14屋島経塚
18谷東古墳     19中 筋北古墳
23東山地古墳    24湯 ノ谷 1号墳
28安徳天皇社    29菊 王丸の墓

5《北斜面外郭線》
10《南斜面外郭線・南水門》

15浜北 1号墳
20屋島中央西古墳
25湯ノ谷 2号墳
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第 3章 調査の成果

第 1節 調査の方法

調査地は,屋鳥寺本堂の南西側にあたる。調査対象は宝物館建設予定地全域であったが,実際は既存
建物 (本堂渡り廊下)や埋設管等の制約により,実際の調査面積は約 300だ となり,調査区の平面形も
凹凸のある変形したものとなった (第 4図 )。 さらに,堆積土層が複雑であることから,調査区南側中
央において,試掘調査時の上層観察用断面を幅 lmの南北方向畦畔として残した。
調査の方法としては,表土を機械掘削により剥ぎ,その後人力掘削により包含層を除去していった。
調査区北側および南側において各 3面の遺構面が確認されたので,上面の遺構を検出・掘削した後, さ
らに掘り下げて下面の遺構を検出・掘削した。そして,調査終了後は人力により埋め戻した。
調査区全体の測量は,調査区全体に5m単位に杭等を打設し基準を定め,平板測量による1/20図化
を基本とした。遺構平面図や遺物出土状況図,土層図等は適宜手書きによる1/10図化または1/20図化
を行った。写真撮影は,35mmの モノクロネガおよびカラースライドによった。

第 2節 調査地の概要 と基本層序

調査地は,屋島南嶺の山上部でも西側に位置し,地図から読み取れる地形では,標高 289.4mの高所
から標高 292.Omの高所に至る尾根筋 (北北西―南南東)の西側斜面にあたる。しかしながら,現在は
屋島寺境内の平坦地の一部 (標高 286.3m)と なっており,現地に立ってみても旧地形を想定すること
は難しい。ただし,発掘調査で確認された旧地形は第 5図のとおりで,北東から南西に向かって緩やか
に下る斜面であり,地図から読み取れる地形とほぼ一致する。そのため,発掘調査においては,調査区
北端では地表から約 60cmで地山に達したが,南端では約 l m 30cmも の堆積層があつた。
さて, この堆積層の状況は,調査区の北側と南側では大きく異なる。まず調査区北側においては,東
半分において表土を除去すると地山に切り込む遺構を検出できたが,西半分では遺物包含層が存在し大
きく3層に分かれる (第 8図①～⑦)。 この遺物包含層の上層は第 6層の明褐色粘質土で,いぶし瓦や
布目瓦を含み厚さ約 20cmを測る。中層は第 11層 の暗赤褐色粘質上で,布 目瓦や中世の上器を含み厚さ
約 15cmを 測る。下層は第 12層 の赤掲色粘質上で,摩滅した弥生土器を含み厚さ約 10cmを 測り,第 19
層の地山と区別が困難な場所もある。おそらく北の標高の高い場所から弥生土器とともに流れてきて2

次堆積した土層と考えられる。遺構は,上層・中層・下層を切り込んで存在する。
一方,調査区南側においては,北東部分では表土および宝物館整地層を除去するとすぐに第 19層 の
地山が現れて地山を切り込む遺構を検出できるが,南西にいくに従って厚い遺物包含層が存在し,包含
層は大きく4層に分かれる (第 8・ 9図⑧～⑫)。 包含層の最上層は第 3層の赤掲色上で風化安山岩細

片や瓦片を多く含み,厚さは調査区南端で最も厚く約 lmを測る。上層は調査区南端においてのみ見ら
れ,第 4層の褐色上で瓦片を含み厚さ10～ 20cmを 測る。中層は調査区南側の中央においてのみ見られ,

第 5層の褐色土層で風化安山岩細片や瓦片を含み,厚さは約 30cmを測る。下層も調査区南側の中央に
おいてのみ見られ,第 7層の赤褐色土層で風化安山岩細片や瓦片を多く含み,下部に後で述べる集石が

存在する。厚さは約 50cmを測る。これら4層 ともいわゆる整地層で,境内を拡幅する際に盛られたも
のと考えられる。遺構は,最上層・下層・地山を切り込んで存在する。
以上,調査区北側と南側の堆積土層について報告してきたが,北側と南側の相互関係については,途
中で撹乱等があり明確にすることは困難であった。ただし,壁面⑫北側においては,第 3層 (南側の最
上層)が第 6層 (北側のいぶし瓦包含層)よ り上位にあることが確認可能である。
次に検出した遺構は,溝 (SD)4条 ,土坑 (SK)4基,溝状落ち込み l条 ,瓦溜め遺構 1基,埋甕 3基 ,

柱穴 (SP)63基 (う ち掘立柱建物跡 (SB)1棟 を含む),不明遺構 (SX)3基である。遺構の年代は,
飛鳥時代から近世に属するものが見られるが,出土遺物が限られるため全ての遺構の年代を明らかにす
ることはできないものの,近世に属するものが多いと考えられる。
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第 5図 調査区旧地形図 (縮尺 1/200)
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出土遺物は,弥生土器,須恵器,土師器,土師質土器,瓦質土器,陶磁器,瓦 ,石器,銅銭,鉄製品
などがコンテナ36箱分出土した。特に多いのは丸瓦と平瓦で,遺物の大半を占める。

〕                    5m

第 6図 調査区北側遺構平面図 (縮尺 1/100)
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第 7図 調査区南側遺構平面図 (縮尺 1/100)
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第 3節 遺構 お よび包含層 と遺物

遺構・包含層と遺物の報告にあたっては,通例時代順に行なう場合が多いが,本遺跡では遺構の年
代について不確定な要素を多く含むことから,遺構の種類順に報告する。それは,溝 (SD),土坑 (SK),

溝状落ち込み (段),瓦溜め遺構,不明遺構 (SX),埋甕,柱穴 (SP,掘立柱建物跡 (SB)を含む),
遺物包含層 (整地層)である。個々の遺構および包含層の詳細な年代については,ま とめで検討している。

SD01(第 10図 )
調査区北西端に位置する溝で,地山上面で検出した。瓦溜め遺構およびSX03に挟まれ,東西方向
にわずか 40cmしか残っていなかった。幅約 20cm,深 さ約 10cmを測り,断面は浅い U字形である。
出土遺物もなく所属時期は不明だが,SX03に切られていることから飛′烏時代以前と考えられる。
SD02(第 11図 )
調査区北側中央付近に位置する溝で,第 6層 (いぶし瓦包含層)上面で検出した。東西方向にまっ

すぐのび,検出長は約 3.lmを 測るが,調査区西壁 (第 8図壁面②)においても確認できることから,
実際は55m以上あり,西側は調査区外にのびる。東端はSP12と接して終了しており,SP16を切るが,
SP15に切られる。幅約 70cm,深 さ約 20cmを測り,断面は浅い逆台形を呈し,埋土は暗褐色粘質土
の単一層である。

出土遺物は,第 11図 1～ 7である。 1は肥前系磁器の染付碗で,外面に呉須で「寺」と書かれており,

18世紀のものである。 2は肥前系磁器の端反り碗で,19世紀中頃のものである。 3は肥前系磁器の

青磁染付碗で,口縁部内面に四方欅文が見られ,18世紀後半のものである。 4は産地不明の陶胎染
付呉須絵碗で,18～ 19世紀のものである。 5は肥前産の京焼風陶器皿で,底部外面に「清水」の刻

印が押されており,18世紀前半のものである。 6は瀬戸美濃系陶器の腰錆茶碗で,18世紀後半のも
のである。 7は器種不明の上師質土器である。これら出土遺物を概観すると,18世紀～ 19世紀中頃
の遺物が見られ,溝の廃棄年代は江戸時代末～明治時代初頭と考えられる。

≡学

~IH~ ― ― L=286.2m
し

第 10図 SD01平 面・断面図 (縮尺 1/40)

◎

(縮尺 1/40)出土遺物実測図

0       1m

≡学

―  ―    一L=2870m
ウ
l.暗褐色粘質土
(75YR 3/3)

0         1m Ю ツ4 0         10cm

(縮尺 1/4)第 11図 SD02平 面・断面図
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SD03 → SK03に改称
SD04(第 12図 )
調査区南側に位置する溝で,第 7層を除去した地山上面で検出した。北西から南東へやや蛇行しなが
ら下り,検出長は約 16mを測る。北西端は調査区内で不明瞭となり,南東端はSK04に よって切られ ,

途中では SK03に よって切られている。幅約 50cm～ lm,深 さ約 12cmを測り,断面は北側では浅い
U字形,南側では逆台形を呈し,埋土は灰赤色粘質上の単一層である。
出土遺物は,第 12図 8～ 12である。 8・ 9は須恵器壼,10は土師器壷の細片である。11は九瓦 ,

12は平瓦の破片で, ともに凹面に布目が残 り,焼成は須恵質である。なお 12の凸面には縄叩き痕が見
られる。これら出土遺物は細片であるため時期決定は慎重を要するが,平安時代頃のものと考えられる。

一方,SD04の被覆土である第 7層は,後述するように江戸時代前期である。また,明 らかな室町時代
の遺物を含まないことから,平安から鎌倉時代の幅で,SD04の年代を推定しておきたい。
SD05(第 13図 )
調査区南側北西端に位置する溝で,第 7層 を除去した地山上面で検出した。南北方向に弓なりになっ
てのび,検出長は約 6.lmを測るが,両端は調査区内で消失し,途中で P37に 切 られる。幅約 30～
40cm,深 さ約 5cmを 測り,断面は浅い逆台形を呈し,埋土は灰赤色粘質上の単一層である。
出土遺物は,第 13図 13の須恵器椀の細片で,平安時代のものである。これのみで年代決定は難しい

が,SD04と 埋上が同じで,第 7層 に被覆されていたことも考慮して,平安時代から鎌倉時代の幅で年
代を推定しておきたい。

L=285.5mＡＢ一秦‐

毛学

1.灰赤色粘質土 (10R5/2)

(比
第 13図  SD05平 画・断面図 (縮尺 1/40)出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

SK01(第 14図 )
調査区北端中央に位置する土坑で,表土を除去した地山上面で検出した。平面形は直径約 1～ 1.lm
を測る円形であるが,南端は調査区外である。上部は削平されていると考えられるが,深 さ約 25cmを

測 り,断面は逆台形を呈する。埋土は2層 に分かれ,上層は赤橙色粘質土,下層は灰色粘質上であり,
両層からいぶし瓦が出土している。

図化した出土遺物は第 14図 14'15で ,下層出土である。14は京信楽系陶器の九碗で,18世紀後半
以降のものである。15は平瓦の破片である。これら出土遺物から,18世紀後半以降の年代が考えられる。

1赤橙色粘質土
(10R6/6,粘 りがやや弱い)

_ 2.灰色粘質土
(5Y5/1,粘

',が
弱い)

＼＼、ヒ
=土
ど電多ン44

L=2860m

SK01平 面・断面図

0         10cm

(縮尺 1/40)出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

ロ

第 14図
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SK02 (第 15。 16図 )
調査区南側北中央に位置する土坑で,表土を除去した第 3層上面で検出した。北半分をコンクリー ト

槽で壊され,西側は土層観察用畦畔の中にあるため平面形は不明だが,直径約 3mの円形である可能性
を推測できる。深さ約 60cmを 測り,断面は浅いU字形を呈し,平底である。埋土は紫灰色粘質土で ,

淡黄色の斑点を含むか含まないか,ま たは微妙な色合いで 3層に分かれる。

図化 した出土遺物は第 15・ 16図 16～ 21で ,16・ 17が九瓦片,18～ 21は平瓦片である。焼成は ,

16・ 17・ 21がいぶし瓦で,18～ 20が土師質である。16の 凹面には,切 匠痕と吊り紐痕が見られる。
いぶし瓦を含むことと,第 3層 より新しいことを考慮すると,比較的新しい時期の遺構と考えられる。

―― L=2859m

1紫灰色粘質土 (5RP6/1)

2.紫灰色粘質土
″  (5RP6/1,淡 黄色の斑点を含む)

3.紫灰色粘質土
(5RP4/1,淡黄色の斑点を含む)

0        1m

~く

〔`〔:::::::::::::::::::;:::::::::::::::::::」
_

0             10cm

第 15図  SK02平 面・断面図 (縮尺 1/40)
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21

0            10cm

第16図 SK02出土遺物実測図② (縮尺 1/4)

SK03(第 17図 )
調査区南側中央に位置する土坑で,第 5層 を除去した第 7層上面で検出した。平面形は,東西方向に

溝状にのびることから,検出当初は SD03と 呼称したが,全容が判明してからは SK03に呼称を改めた。

長さ7.5m,幅 1.15m,深 さ40cmを測 り,断面は逆台形を呈するものの,側壁の立ち上がりが垂直に近
い箇所も認められる。埋土は4層 に分かれ,上層はにぶい赤褐色粘質土,中層はにぶい赤褐色土,下層
はにぶい赤褐色粘質土で,最下層は厚さ約 10cmの黒色炭が底全体を覆っている。側壁には焼けた痕跡

が確認された。SK03の下部では,後述する第 7層 中の集石にあたるが, この集石の石をわざわざ除去

してまで SK03が掘削されている。上層から下層にかけて遺物がやや多く出土し,最下層の黒色炭層か

らも遺物が若千出土している。遺物が一定量出土しているがあまり多くないこと,炭が均―に底面に見

られること,平面や断面形も比較的整っていること,集石の石を除去してまで深く掘削していることを

考慮すると,単なるごみ捨て場とは考えられない。寺院の境内地にあることから,宗教的儀礼に使用さ

れた可能性もあるが,現段階では用途は特定できない。

出土遺物は第 17図 22～ 34で ,26・ 27が最下層出土,ほかは上層から下層出土である。22は須恵器

杯,23は須恵器鉢,24は須恵器壼の細片である。25は瓦器椀,26は土師質土器皿,27は土師質土器鍋 ,

28は土師器竃の細片である。29～ 31は土師質の九瓦片で,凹面に布目が見られる。32・ 33は須恵質
の平瓦片で,凹面に布目,凸面に縄叩き痕が残っている。34は弥生時代に属する扁平片刃石斧の破片

である。これら出土遺物を概観すると,細片だが平安時代から鎌倉時代にかけてのものが見られる。し

かしながら,この SK03が 17世紀末～ 18世紀前半の第 7層 を切り込んで掘削されていることを考慮す

ると18世紀前半以降の年代となる。一方,SK03よ り上位に第 3層 と第 5層 という2層 もの整地層が

あり,さ らに第3層上面にある埋甕が 19世紀頃のものであることから,SK03は 18世紀前半に近い時

期の可能性があり,18世紀の中に収まる年代観が考えられる。
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(2.5YR5/3,軟 らかい)

3.にぶい赤掲色粘質土
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第 17図  SK03平 面・断面図 (縮尺 1/40)出土遺物実測図 (縮尺 1/4,34は 1/2)
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第18図 溝状落ち込み(段 )平画・断面図 (縮尺1/40)出土遺物実測図① (縮尺 1/4)

-18-



:  
´

マ
報

:

(:::::と
::Ⅲ〔〔:〕)44 10cm

19図 溝状落ち込み(段 )出土遺物実測図② (縮尺 1/4)

SK04(第 7図,第 9図壁面③①第 14・ 15層 )
調査区南東隅に位置する土坑で,第 4層 を除去した第7層上面で検出できたが,平面ではほとんど

確認できず,調査区壁面でのみ確認できた。深さは約 40cmを測り,断面は浅いU宇形を呈する。埋

土は2層 に分かれ,上層は焼土塊を含む灰褐色土,下層はSK03同様に黒色戊である。出土遺物は,

調査区内では確認できなかった。

溝状落ち込み (段)(第 18・ 19図 )

調査区北側の南寄りに位置し,第 6層 (いぶし瓦包含層)を除去した第 11層 (布目瓦包含層)上面で検出

した。調査区内を東西方向にまっすぐ横断する溝状の落ち込みだが 両肩を比較すると北側が高く南側が低

くなっていることから段を形成している。これは,北から南に傾く地形に影響された結果と考えられる。底面

では2条の溝が重なり合いながら平行しているが埋土の観察では切り合い関係は認められない。検出長は9.6

mを測り,幅は平面では約 1.2mしか確認できなかったが 調査区西壁面 (第 8図壁面②)では幅約3.4mを

確認できる。断面は,深さ30cmの浅いU字形を呈し,埋土はにぶい赤褐色粘質上の単一層である。

出土遺物は第 18・ 19図 35～ 44で,瓦片が多く出土した。35～ 39は三巴文軒九瓦で,すべていぶし

瓦であるが 39はいぶしが弱いのか須恵質の焼成になっている。37は瓦当径が他のものより河ヽさい小型

品である。40は三巴文′烏裟瓦で,表面はいぶしているバ 月台土は精製されておらず土師質である。これら

第
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35～ 40の瓦当面剥離材は,砂または粘土粉と考えられる。41,42は九瓦で,41はいぶし瓦だが凹面に

布目が見られ,42は須恵質で凹面に布目,凸面に縄叩き痕が残されている。43は平瓦で,いぶし瓦である。

44は留蓋と考えられる瓦片で,いぶし瓦である。
これら出土遺物から年代を推測したいが 土器が出上していないことから,軒瓦を対象とする。屋島寺

の近辺では,佐藤竜馬氏によって高松城跡出土軒瓦の編年が成されている(佐藤20000溝 状落ち込み (段 )

出土軒九瓦の特徴は,巴文の尾が長いことが指摘でき,35のように巴尾が連続して圏線となっているもの■

37のように巴文と圏線が別の可能性があることから古い要素が見られる一方,36・ 39・ 40のように圏線が

なく巴尾が分離している新しい要素も見られる。内区指数(内区径/外区径)は第1表のとおり0.69～ 0.79

を示すことから,内区が占める割合が高いことが指摘できる。珠文数は復元で16個前後から28個前後

と多く,珠文の直径も5～ 10mmと 小さめである力ヽ 35のように珠文数が 14個前後とやや少なく,珠文直

径も1211mと大きく新しい要素を含むものがある。胎土は砂粒を多く含んだ中世的なものが多いが 371よ精

製されており近世的になっている。以上の特徴から,総体的に見れば佐藤編年の第6面・古 (様相1)に

相当するが 一部に第6面 。新 (様相 2・ 3)に下る要素も見出せる。一方,軒九瓦以外についてもほtゴ同

じ頃のものと推測できる。ただし,42は平安時代頃の瓦で,混じったものである。第6面・古が 1588年 ?
～1610年代と推測され,第 6面。新が 1620年代～1650年代と推測されていることから,溝状落ち込み (段 )

の年代は16世紀末～17世紀前半と考えられる。

さて,溝状落ち込み (段)の用途については,延長上に本堂 (鎌倉時代末期)の軒先があり, また底面

のレベルが西に行くほと
｀
低いことから,本堂の雨落ち水を西へ流す排水溝と調査時は考えた。しかしながら,

幅が約3.4mも広いことを考慮するとつF水溝とは考えにくく,区画溝や道路的な目的で掘削された溝の可能

性もある。

物 番 号 35 36 ７
‘
つ
０ 38 39 40

「〒 π 窄 容 17.8c皿 16.8cm 12.4clll 14.6cm 16.4clll

悩 区 指 0,7 0.75 0.69 0.79 0.74

鹿元珠 文抑 14個前後 16イ回副後 16個 前後 28イ固南Tそ逢 20イ固百子そ逢 16個前後

味 文 直 径 12mm 8mm 6mm 511ull 10111111 91nm

第 1表 溝状落ち込み (段)出土 三巴文軒丸瓦 計測値一覧表
瓦溜め遺構 (第 20～ 22図 )

調査区北西端に位置し,表上を除去した第 11層 (布 目瓦包含層)と地山上面で検出した。南北方向

(N12° E)に まっすぐのびる細長い土坑で,南端は調査区内で終わっており,北側は調査区外にのびる。

SD01,SX01・ 03と重複しており, これらを切つている。検出長は約 3.5m,幅 は約lm,深 さ約 30cmを

浪1り ,断面は上が広がるU字形を呈し,埋土はにぶい責褐色上の単一層である。遺構名が示すとおり,い
ぶし瓦片が多数出土した。

出土遺物は第 20～ 22図 45～ 55で,瓦のみである。45は三巴文軒九瓦で,復元瓦当径は 12cmと

大振りだカミ 復元珠文数は 12個前後とやや少なく,巴文の尾も短い。瓦当面の剥離材は,摩減のため確

認できない。46も 三巴文軒九瓦で,復元珠文数は 16個前後と多く,拓本では不明瞭だが巴文の尾が連

続して圏線状をな坑 47は卍文軒九瓦で,薄手の作りで,いぶし瓦である。48は菊九瓦で,復元瓦当径

は 12cmと大きい部類に入り,瓦当径に比して周縁幅が狭い。46～ 48は ,どれも45同様に摩減が著しい。

49は波状文軒平瓦で,凹面側縁前側に軒丸瓦滑り止め用の縦桟が約 16cmの長さで取り付き,凸面中央後

側にも滑り止め用の突起が付いている。波状文は中心部分しか残っていないが 左右相対する文様を断面

方形の凸線で明確に表現している。また,拓本では表現できなかったカミ 脇区幅は5 cmと 広く,瓦当上縁

を面取りしている。いぶしが後側しか付着しておらず 焼成は土師質となっている。50・ 51は連珠文軒平

瓦で,どちらも珠文を3イ固一組とし2組以上配して圏線で囲つており,同絶品と考えられる。瓦当部の粘土

接合方法は明確でない。顎後縁を面取りしている。凹面に布目,凸面に斜め方向の板ナデ調整が見られる。

いぶしが部分的に付着しているだけで,50は須恵質,51は土師質の焼成となっている。52・ 53は九瓦で,

どちらもいぶし瓦だ力島 52には釘穴が穿たれている。54は平瓦で,いぶし瓦である。55は平瓦に似るが

側縁断面 (拓本 (上)の下端)が鋭角であり,端部上面 (拓本 (上)の右上)が斜めにカットされている。
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｀                     54
0         10cm

第 22図 瓦溜め遺構出土遺物実測図③ (縮尺 1/4)

出土した軒瓦等の年代を推波1したい。まず軒平瓦 49～ 51は 中世のものであるが,讃岐における中世

瓦の研究は進んでおらず,他地域の研究成果として『法隆寺の至賓 瓦』に利光は力・199劾『中世瓦の研究』 (山
崎2000を参照したい。49の波状文は 15～ 16世紀に盛行する文様であり,近世には見られなくなる。近

傍の類例として「野原濱村元量壽院 天文 (?)九月」銘の文字瓦が出上した高松城跡の無量壽院跡出
上のものがあり,16世紀第 3四半期頃のものと推測されている(中西20000近似した時期の可能性があるが ,

波状文の文様表出に違いもあることから,15～ 16世紀のものと捉えておきたい。なお,長岡京市勝龍

寺跡出土のものや大阪市四天王寺出上のものにも類例が見られる。50・ 51の連珠文は中世前半 (13～

14世紀)に盛行する文様であるが,顎後縁の面取 り技法が出現するのは南北朝期以降と推測されてお

り,14世紀中頃～末のものと考えられる。以上の軒平瓦に対して,47の卍文軒九瓦も中世後半のもの

と考えられるが,現況では特定できない。一方,江戸時代のものとして 45'48の軒九瓦・菊丸瓦がある。

45は ,瓦当径および珠文数から,高松城跡出土軒瓦編年に照らして,第 5面 (様相 4)～第 4面 (様相 5)

に該当する可能性があり,17世紀後半～ 18世紀前半のものと考えられる。48も ,瓦当径と周縁幅から

45と 同じ時期のものと考えられる。以上の出土瓦からは,瓦溜め遺構の年代については 17世紀後半～

18世紀前半と考えられるが,18世紀末～ 19世紀前半のいぶし瓦包含層との層位的な上下関係は不明で

あり, さらに下る可能性もある。

なお,留意すべき点は,調査時には存在した築地塀と同一方向で隣接していることである (第 4図 )。

江戸時代末期に編まれた『讃岐國名勝国會』の挿絵 (第 46図)に よれば,同 じ位置に築地塀が描かれ

ており,しかも瓦溜め遺構の南端付近において直角に西へ折れている。絵図とは年代観に開きがあるが ,

築地塀に沿って掘削された可能性もあり,雨落ち水の暗渠排水等の可能性もある。なお,中世瓦を一定

量含むことから,瓦葺き建物の修築または撤去に伴い掘削された土坑であるとも考えられる。

SX01(第 23図 )
調査区北西端に位置し,表土および第 6層 (いぶし瓦包含層)を 除去 した第 11層 (布 目瓦包含層 )
上面で検出した。東西方向に蛇行しながらのびる細長い溝状遺構で,東端は瓦溜め遺構に切られて調査

区内で終わっており,西側は調査区外にのびる。一部を試掘 トレンチや撹乱により壊されている一方 ,

SX03を切つている。検出長は約 2.6m,幅 は約 80cm,深 さ約 20～ 30cmを測 り,断面は逆台形を呈し,
埋土は明褐色粘質上の単一層である。
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-24-



出土遺物は第 23図 56～ 63で ,瓦のみである。56～ 59は丸瓦で,56・ 58はいぶし瓦,57・ 59は須

恵質の焼成である。57～ 59の凹面には布目が見られ,57・ 59の凸面には縄 H「 き痕が残されている。60

は用途不明瓦で,宝珠が表出されているいぶし瓦である。61～ 63は平瓦で,61がいぶし瓦,62・ 63

は須恵質の焼成である。62・ 63の凹面には布目が見られ,61・ 62の凸面には板ナデ調整が施され,63

には縄目叩き痕が残されている。

出土瓦は九瓦・平瓦が主体であり,年代を決定する材料に乏しい。57・ 59・ 62・ 63の ように古代か

ら中世の遺物もみられるが,いぶし瓦が半数を占めることから,江戸時代と推測しておきたい。さらに,

瓦溜め遺構に切られていることや,いぶし瓦包含層 (第 6層 )に覆われていることから 18世紀末以前

となる。

SX02(第 24図 )
調査区北東端に位置し,表土を除去して地山上面で検出した。遺構の西端を検出したのみで,北端は

撹乱により不明瞭で,大部分は調査区外に位置するものと想定される。検出長は南北で約 ■45m,幅
は約 85cm,深さ約 10cmを測り,断面は浅いU字形を呈する。

出土遺物は第 24図 64の九瓦のみで,須恵質の焼成である。凹面に布目が見られる。土層や遺構の上

下関係もないことから,遺構の所属時期は不明である。

＼、、_____」:L=2862m

0       1m

第 24図 SX02平 画・断面図 (縮尺 1/40)出土遺物実測図 (縮尺 1/4)

SX03(第 25図 )
調査区北西部に位置し,第 11層 (布 目瓦包含層)を除去した第 12層 (弥生土器包含層)お よび地山

上面で検出した。一部を試掘 トレンチや瓦溜め遺構,SX01に より壊されている。遺構の北端および東

端を検出し,南端は平面では検出できなかったが,試掘調査時の上層断面から確認できた。遺構の東部

分は調査区外にのびるが,一辺約 5.2mを 測る隅丸方形の平面プランに復元可能である。深さは約 20cm

が残 り,床面は少しの凹凸が見られるが南に緩く傾斜した平坦面で,壁面は斜めに直線的に立ち上がる。

埋土は暗赤灰色粘質土で,須恵器や石器が出土した。形状より竪穴住居跡の可能性も考えたが,柱穴が

なく床面も傾斜していることから,住居跡とするには難しいと考えられる。

出土遺物は第 25図 65～ 67である。65は須恵器蓋で,頂部には高さがある宝珠摘みが付 く。66は須

恵器杯で,口縁部内側に短く内傾 したかえりをもつタイプである。口径は 8,9cmと 非常に小さく,調整

も回転ナデのみであることから,大阪府陶邑編年 (田辺Ю鎚)の TK217型式に相当すると考えられる。67

はサヌカイト製の打製石庖丁で,上辺部は敲打による背潰しが認められ,下辺部は両側からの調整によ

り刃部を作 り出している。

遺構の年代は,出土した須恵器から7世紀第 2四半期頃と考えられる。なお,打製石庖丁は弥生時代

のもので,混入品である。

0         10cm
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第 25図  SX03平 面・断面図 (縮尺 1/40)
出土遺物実測図 (縮尺 1/4,67は 1/2)

埋甕 (第 26図 )

調査区南中央部に位置し,表土を除去した第 3層 (整地層)上面で検出したことになるが,実際は調

査区南側に残した土層観察用畦畔を除去する際に検出している。一箇所にまとまって 8基確認しており,

北から順番に埋甕 1～ 3と呼称したが,並び方には規則性は認められない。埋甕 2の掘 り方が坦奏 3の

掘り方を切っており,坦甕 1・ 2の東側は試掘 トレンチによって壊されている。また,埋甕の上部が失
われており,旧宝物館建設時等によって壊されたと推定される。埋甕の墓墳は,やや歪な円形の平面プ

ランで,直径 60～ 80cmを測る。墓壊の深さは約 50cmを測り,その断面下部は浅いU字形または逆台形

を呈するが,上部は逆「ハ」の字形に開いている (第 9図壁面⑪ )。 墓娠の底中央に直接埋甕を据え置
いており,埋甕 1・ 2には下の集石の石材が当たっている。埋甕は土師質土器で,上部が壊されており

器種は不明であるが,一般的に甕であると想定される。埋甕の中は土が詰まっており,土層としては大

きく2層に分かれるが,埋甕 2・ 3の底には砂質上が薄く堆積していた。出土遺物は,埋奏内の埋土中
に瓦片や陶磁器片が混じっていたが,土 とともに後世に流入したものと考えられる一方,埋甕 2の底か

らは寛永通宝が 2枚出土しており, これは埋甕に副葬されたものと考えられる。

出土遺物は,第 26図 68～ 72で,68～ 70は埋甕 2出土,71'72は 埋甕 3出土である。68は肥前系

磁器の染付碗で,18世紀後半～ 19世紀前半のものである。69・ 70は寛永通宝である。71は肥前系青

磁染付碗で 18世紀後半,72は京信楽系陶器の色絵丸碗で 18世紀後半～ 19世紀前半のものである。こ

れら出土遺物を概観すると,18世紀後半～ 19世紀前半であるが混入品であることから,埋甕はこの年

代以降のものである。さらに,寛永通宝を副葬していることを考慮すれば,19世紀末までに埋められ

たものと推測される。
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2埋甕内埋土中層
3埋甕内埋土下層 (砂質土)
4.埋甕墓墳埋土

0         50cm

69 70

埋甕 2

埋甕 3

孔 鱒 簸 反68

0         10cm

埋甕 2

図 埋甕平画・立面 。断面図

0          5cm

埋甕 2

(縮尺 1/40・ 1/20)出上遺物実測図

ミミ::]「::ラ)72
埋甕 3

0         10cm

(縮尺 1/4, 69・ 70`よ 1/2)第 26
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柱穴・掘立柱建物跡 (第 6・ 7・ 27～ 31図 )

調査区全域において,柱穴 62基 (SP01～ 63,SP54は 消去)を確認した。特に調査区北側の南東

部分と調査区南側の東半分において,ま とまって検出している。これは調査区より西は傾斜が強くな

る地形によるものと考えられる。調査区北側では表土を除去した地山上面で検出したものが多いが ,

SP02～ SP05は第 11層 を除去した地山上面で検出している。調査区南側の北東部分では表土または

第 2層を除去した地山上面で検出したが,北東部分以外では第 4層や第 7層を除去した地山上面で検

出したものが多い。ただし,SP39。 58は第 7層 より上位にある。

平面は不整なものを含めて円形ばかりで,直径約 15cmの ものから約 70cmを 浪1る ものまである。直

径 20cm前後のものが最も多く,他は直径 40～ 50cmの もの,60～ 70cmの ものが見られる。SP16の み

直径約 lmを測り, これは土坑に分類した方が適当かもしれない。断面は逆台形のものが多数を占め

るが,底 は平底以外に九みを帯びたものや凹凸があるものも見られる。埋土は,全部で 15種類に分

けられる。

柱穴から掘立柱建物跡が復元可能なものは,SP21～ 25の 1棟のみ (SBOl)である。SBOlは ,南

調査区の北東部分に位置し, 2間 ×1間の東西方向の建物跡である。SP21～ 25の柱穴 5基で構成さ

れるが,南西隅の柱穴は SK02に より消失したものと考えられる。桁にあたる北側柱穴の芯々間距離

は約 2mだが,南側柱穴の場合は約 2.4mで広い。梁にあたる柱穴の芯々間距離は約 3mを測る。床
面は東に向かって緩く傾いている。ただし,本例も柱穴間の距離が一定でなく,床面が斜めであるこ

とを考慮すると,掘立柱建物跡を構成しないかもしれない。
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第 31図  SP27・ 36・ 38・ 39出上遺物実測図 (縮尺 1/4,86は 1/2)

出土遺物は第 30'31図 73～ 88である。73～ 75は SP01出上のいぶし瓦で,73,74は 九瓦で凹面に

布目が残り,75は平瓦であり,どれも江戸時代のものと考えられる。76～ 79は SP08出上のいぶし瓦で,

76は軒九瓦,77は三巴文軒九瓦で,復元珠文数は 12個前後で珠文も大きく, ともに表面にキラコが認め

られる。78・ 79は平瓦で,端面に刻印が押されており,78は○に一カ丸 79は○に判読不能な文字が見ら

れる。76・ 77と もにキラコを使用している特徴などから,SP08出土瓦は江戸時代でも新しいものと考えら

れる。80'81は SP10出土のもので,80は土師質土器杯,81はいぶし瓦の平瓦で,81の存在からSP10

は江戸時代のものと考えられる。82は SP17か ら出上した須恵質の九瓦で,中世のものと考えられる。83

はSP27から出土したいぶし瓦の平瓦で,江戸時代のものと考えられる。84は SP36から出土した須恵質
の九瓦で,古代から中世のものと考えられる。85は SP38から出土した須恵質の平瓦で,古代から中世の

ものと考えられる。86は SP38出上の鉄釘である。87・ 88は SP39出上のもので,87は土師質土器鍋 ,

88は同椀である。これら遺物は中世のものであるが SP39が江戸時代の SK03を切つていることから,

SP39は江戸時代以降のものと考えられる。

以上のように柱穴の概要を報告してきたカミ 層位が分かるもの,埋上の相違,出土遺物の年代等から,

柱穴の年代を相対的に検討したい。層位が把握できているものは,SP02～ 05が第 11層より下にあり中

世以前であり,SP39 ・58は第 7層より上にあり江戸時代以降である。出土遺物からは,SP01・ 08・ 10。

27・ 39が江戸時代以降のものである。この結果を埋土と合わせると,埋土番号 1・ 5。 7・ 9'12,15の

ものが江戸時代以降のもので,主に黄色系のものが大半を占める。一方,埋土番号2の灰褐色や3'4・

8の灰赤色系のものは,古代から中世に属する可能性がある。一概には断定できない力ヽ 可能性は高いと

考えられる。

弥生土器包含層 (第 12層)(第 8図壁面②・32図 )

北調査区中央部西半において部分的に確認した遺物包含層である。布目瓦包含層 (第 11層 )と地山の

間に挟まれた厚さ約 10cmの赤褐色粘質上である。出土遺物は,弥生土器と石器のみで時期的に限定され

るが, どの破片も摩減を受けていることから,斜面上から流れてきたものが2次堆積したと考えられる。

89～ 94は弥生土器広口壷の口頸部で,89～ 93イよ外反する口縁部の端部を肥厚させるもので,94は

口縁部がラッパ状に開く。89。 90は口縁部外面に断面三角形の只占付凸帯を2条めぐらし,91の頸部には

貼付押圧文が2条見られる。95～ 100は弥生土器甕の回顎部で,頸部を「く」の字形に屈曲させる。95
～97のように口縁端部を肥厚させないものと,99・ 100のように月巴厚させるものとが見られる。101～ 112

は弥生土器底部である① l13はサヌカイト製の打製石槍で,両側辺には敲打による背潰しが認められる。

弥生土器の時期は,壺口頸部の特徴から弥生時代中期中葉 (第Ⅲ様式)のものと考えられる。

SP38
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布目瓦包含層 (第 11層)(第 8図壁面①～④ 。9図壁面⑫ 。33図 )

北調査区のほぼ全域で確認した遺物包含層で,一部は南調査区の北西部まで広がる。いぶし瓦包含息第

6層 )と地山の間に挟まれた厚さ約 20cmを測る暗赤褐色粘質土で,一部において弥生土器包含層 (第 12

層)がさらに下にある。出土遺物は,須恵器や土師器などとともに須恵質または土師質の瓦が出土している。

調査時に布目瓦しか存在しなかったことから,布目瓦包含層の呼称を用いた。

114～ 126は須恵器である。114～ 118は杯蓋で,口縁端部を強弱の違いはあるが屈曲させており,頂
部の摘みについては欠損しており不明である。 9世紀前半頃のものと考えられる。119。 120は杯で,119
は口縁部,120は底部の破片である。121・ 122は須恵器こね鉢である。1211ま玉縁状になる口縁部と回

転ヘラ切の底部をもち,口縁部の形態からは丹波篠窯産と想定されるが 底部は篠窯産の糸切と明らかに

違う。口縁部と底部が別個体の可能性も考慮したカミ 焼成・態度とも酷似しており,本報告では同一個体
としておく。篠窯の編年循井的9Dを援用すると,退化した回縁部から10世紀末～ 11世紀第1四半期のもの

と考えられる。123～ 126は須恵器壼の肩部および体部の破片である。

127～ 135は土師器または土師質土器である。127～ 130は杯で,127・ 128は形態等から13世紀中葉

頃のものである。131は椀の底部で,いわゆる吉備系といわれるものである。132は甕で,体部は膨らまないで,

口縁端部を上に摘み上げる。133も甕で,頸部がくの字形に折れる。134は鍋の口縁部,135は羽釜の口

縁部である。

186は瓦器の小杯で,内面には箆状工具による暗文が施されている。形態等から,11世紀後半から12

世紀前半と考えられる。137は土師質の九瓦で,凹面に布目が残る。138～ 140は平瓦である。138'139

が土師質で,凹面に布日,凸面に叩き痕が残る。140は須恵質で,凹凸両面に布目が見られる。

布目瓦包含層の年代については,もっとも新しいもので 13世紀中頃の遺物を含むことから,13世紀頃と

考えられる。また,この包含層上面に 16世紀末～ 17世紀前半の溝状落ち込み (段)があることから,下っ

ても16世紀までである。

いぶし瓦包含層 (第 6層 )(第 8図壁面①～③・9図壁面⑫・34図 )

北調査区の西半分で確認した遺物包含層で,一部は南調査区の北西部まで広がる。表土 (第 1層)また

は近現代の整地層 (第 2層)と布目瓦包含層 (第 6層)の間に挟まれた厚さ約 20cmを測る明褐色粘質土で

ある。出土遺物は,弥生土器や須恵器そして須恵質または土師質の瓦に混じって,陶磁器やいぶし瓦が出
土している。このため,調査時において,いぶし瓦包含層の呼称を用いた。

141は肥前系磁器の染付広東碗で,18世紀末～ 19世紀前半のものである。142は土師質土器羽釜の回

縁部である。143は須恵器高杯の杯部である。144・ 145は弥生土器の底部である。146は須恵質の九瓦 ,

チ 143

涸 ゴ 1朝

』 ゴ lЪ

0            1ocm

~【

正 三 三 三 正 三 三 三 憂 k_

中
148

146

(第 6層 )出土遺物実測図第 34図 いぶし瓦包含層
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147は土師質の九瓦で,と もに凹面に布目が残る。148はいぶし瓦の平瓦である。いぶし瓦包含層の年代

が推測できる遺物は141の 1点のみで, これより18世紀末から19世紀前半の年代が推測できるが断定は

できない。

集石 (第 7層下部)(第 35～ 38図 )

調査区南側の南半分全域で検出した力島 東側の一部では認められない箇所もあった。直径 5～ 80cm

の安山岩を不規則に配置しており,一部数段に積んでいる部分も見られるが 乱雑に置かれている。集石は,

これを覆っている赤褐色土 (第 7層)の下部にあたり,赤褐色土 (第 7層)と集石とは同一の整地層である。

旧地形が斜面であることを考慮すると,境内を整地および拡幅する際に捨石として置かれたものと推測され

る。土師質土器や須恵器 土師質・須恵質の瓦に混じって,陶器やいぶし瓦が出土している。

149は サヌカイト製石鏃で,凹基式である。150は土師質土器杯で,法量から13世紀末～ 14世紀初頭

の時期と考えられる。1511よ土師質土器椀で,足高の高台が付いている。152は瓦器小杯で,形態等か

ら11世紀後半～ 12世紀前半の時期が考えられる。153～ 155は須恵器で,153は杯,154は壼,155は

甕の破片である。156は龍泉窯系青磁碗で,外面に鏑蓮弁が見られる。157は肥前系京焼風陶器碗で,

外面に山水が描かれており,露胎の底面には刻印が認められる。17世紀末～ 18世紀前半のものである。

158は備前焼陶器甕の破片である。

159は蓮幸文軒九瓦で,摩滅が著しく文様が判別しにくいカミ ハート形に退化した蓮弁を4弁盛り上げて

表している。同じく盛り上げて表現されている中房の周囲には,二重の圏線に挟まれて珠文が 20個 (現存

18個)巡っている。周縁も凸形に盛り上がっており,その内側に一重の圏線が巡っている。なお,瓦当面

には製作時に付けられた縄叩き痕が残されている。12世紀後半頃のものと推測される。160は唐草文軒

平瓦で,内区の唐草文は中心飾りが判然としないが 唐草が交互に反転しながら廷びている。外区には珠

文が耳 区および脇区にも配されているが その間隔は約 3.5cmと 広い。なお,外区と内区を分ける圏線カミ

四角形を形成するだけでなく,突き出て周縁にまで延びている。凹面は粗い布目が残り,瓦当端を削り取っ

ている。凸面では,縄目叩き痕が曲線顎を超えて瓦当端まで及んでいる。10～ 11世紀頃のものと推測される。

161も軒平瓦であるが 瓦当面が剥離して文様は不明である。凹面に布目,凸面に縄叩き痕が残っている。

162～ 172は九瓦の破片で,162・ 165。 166。 169・ 170が須恵質,163・ 164。 167・ 168・ 1711よ土師質

の焼成で,172のみがいぶし瓦である。ただし,172のいぶしは凹面のみに濃く見られ,不完全である。
これら九瓦の凹面にはすべて布目が残り,凸面は板ナデが施されている場合が多いが 162の凸面のみ縄

叩き痕が残っている。瓦の厚さは,土師質のものが薄手で,須恵質は厚手と薄手があり,いぶし瓦は厚手

である。173～ 184は平瓦の破片で,173～ 175。 177～ 179。 182・ 184は須恵質,176・ 180。 181は土師

質の焼成で,183のみがいぶし瓦である。ただし,183のいぶしは凸面のみに見られ,不完全である。こ

れら平瓦の凹面にはほぼすべてに布目が残るが 凸面は 173～ 179が縄叩き痕,180は格子目叩き痕が残

り,181～ 183はナデが施されている。184のみが凸面にも布目が見られる。

以上の出土遺物のうち, もっとも年代が新しいのは157の肥前系京焼風陶器で 17世紀末～ 18世紀前

半のものであり,他にいぶし瓦が出上しており江戸時代のものである。肥前系京焼風陶器については,石

と石の間で地山近くから出上しており,集石の年代に近いものと想定される。このことから,集石は 17世

紀末～ 18世紀前半のものと考えられる。

集石覆土 (第 7層上部)(第 8図壁面③・9図壁面③～⑫ 。39～ 41図 )

第7層は,南調査区のほぼ全域で確認した遺物包含層である。整地層 (第 2～ 5層)と地山 (第 19層 )

の間に挟まれた厚さ約 50～ 80cmを測る赤褐色上である。下部に捨石としての集石がある整地層である。

集石同様に第7層上部からも遺物が出上しており,調査時において遺物を第7層上部と下部に分けて取上

げた。出土遺物は,須恵器や土師質土器 土師質・須恵質の瓦に混じつて,磁器やいぶし瓦が見られるが

調査時の状況から上面から切り込む遺構の遺物が混じつている可能性もある。

185～ 187は須恵器で,1851ま椀,186は杯である。187は甕で,格子目の叩き痕の特徴等から亀山焼

と考えられる。188～ 190は土師質土器杯の破片である。191・ 192は瓦器椀の破片で,192の底部に付

く高台は断面逆台形であるが縮小しており,12世紀のものと考えられる。193・ 194は肥前磁器染付小皿

と徳利で,18世紀のものと考えられる①
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195は三巴文軒丸瓦で,復元瓦当径は 15cm前後と小振りで,須恵質の焼成である。内区と外区を分
ける圏線はなく,室町時代のものと推測される。196～ 207は丸瓦の破片で,196・ 201～ 203が須恵質,

197～ 200。 204は土師質の焼成で,205～ 207がいぶし瓦である。200,204は 2次焼成を受けている。
また,いぶし瓦のいぶしは不完全で全面には及んでいない。これら九瓦の凹面にはすべて布目が残り,

凸面は縄叩き痕または板ナデが認められる。208～ 216は平瓦の破片で,208・ 209は土師質,210～
215は須恵質の焼成で,216のみがいぶし瓦である。いぶし瓦のいぶしは不完全である。これら平瓦は,

いぶし瓦以外は凹面に布目,凸面に縄叩き痕が残る。217～ 221は 鉄釘である。
以上の出土遺物のうち,も っとも年代が新しいのは193の肥前磁器染付小皿で,18世紀のもので

ある。第 7層下部の年代観より若千新しいが,混入の可能性も考慮に入れると,第 7層下部と同じ
17世紀末～ 18世紀前半と考えられる。
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表土 (第 1層)(第 8図壁面①～①・ 9図壁面③～⑫ 。42図 )

表土 (第 1層 )は,調査区全域で確認した土層であり,現代に近い整地または堆積層である。その

ため,調査時においては重機で掘削した①出土遺物のうち,図化できたものを第 42図に掲載した。

222～ 229は肥前系磁器で,222～ 226は染付碗,227は青磁染付碗,228。 229は 陶胎染付である。

230・ 231は瀬戸美濃系陶器で,230は鉄釉灰釉掛分碗,2311ま呉須絵碗である。232・ 233は産地不明

の陶器で,232は鉄絵陶器碗,233は鉢である。234は備前焼陶器皿である。235は須恵器壺の底部付

近と考えられる。236は土師質土器羽釜である。

237は三巴文′島余瓦で,瓦当径は 16.5cmと 大振りで,巴文の尾は長いが圏線とはならず,珠文は 18

個前後に復元できる。佐藤編年の第 6面 。新 (様相 2・ 3)に相当し,1620年代～ 1650年代のもの
と推測される。238。 2391ま梵字文軒丸瓦で,同範品である。梵字「キリーク」を中心に,大振 りの

珠文が 12個巡っており,幅広の周縁をもつ。焼成は須恵質であり,239は 2次焼成を受けている。

中世のものと想定されるが,細かい時期は不明である。240は三巴文軒九瓦で,巴文は頭部が接する

ものの尾は短く,外区に珠文が復元で 16～ 20個巡っている。周縁は幅広で,焼成は土師質である。

中世のものと想定される。241も 三巴文軒丸瓦で,やや長めの尾をもつ巴文に,復元で 16個前後の

珠文が巡っている。佐藤編年の第 6面 。新 (様相 2・ 3)に相当し,1620年代～ 1650年代のものと

推測される。242は波状文軒平瓦で,波状文は断面方形の凸線で明確に表現されおり,脇区幅は 3 cm

と広い。文様の重なる部分は僅かであるが,文様表出や法量,瓦当の形態や接合方法が同じであるこ

とから,49の波状文軒平瓦と同籠品である。ただし,49と 違う′点は,49にはなかった範傷 (拓本中

央の左下)ができており,瓦当上縁の面取 りを省略していることである。いぶしが瓦当面まで回つて

おらず,焼成は須恵質である。49と 同じ15～ 16世紀のものである。243は寛永通宝である。244は

瓦質の汽車で,細部まで表現されている。前面下部にはカウキヤッチャー,同上部には前照灯,上面

には前から順に煙突・スチームドーム・運転席・石炭および水タンク,下部には車輪が表現されている。

調査区周辺表採遺物 (第 43図 )

調査区周辺で表採された遺物で,245。 246は調査区東側の納経所南で,247・ 248は本堂東側の稲

荷社東で,249は本堂北の竹林で採集されたものである。

245は瓦質土器鉢である。246は三巴文軒九瓦で,復元で瓦当径が 13cm前後の小型品である。巴文
の尾が接 して圏線をなしており,外区の珠文は 16個前後と推測される。中世のものと想定される。
247は連珠文軒平瓦で,珠文を3個一組とし2組以上配して圏線で囲つており,50・ 51と 同籠品と考

えられる。顎後縁を面取りしており,凹面に布目,凸面に縦方向の板ナデ調整が見られる。いぶしが

部分的にまわっておらず,須恵質の焼成である。また,向かって右側の後方が斜めに切断されている

ことから,隅瓦であることが分かる。248も 50・ 51・ 247と 同籠品の可能性がある軒平瓦の破片で ,

内外区を分ける圏線の角の特徴が似ている。須恵質の焼成である。249は三巴文軒丸瓦で,瓦当径が

12.6cmの 小型品である。内区には尾が長い三巴文,外区には珠文が復元で 14個前後巡り,内外区は

圏線で区分されている。中世のものと想定される。
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肥前系磁器
染付碗

釉
釉
施
施
面
面
外
内

薇地 :灰 自75Y8/1
外面 :「寺」
内面見込 :2宇

肥前糸磁器
引鶏反りお備

省:青灰 10BC6/1

肥前系磁器
青磁染付碗

釉
釉
施
施
面
面
外
内

素地 :灰 白75Y7/1 内面 :四方欅文

陶胎染刊
呉須絵碗
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面
面
外
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京焼風陶器皿
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外面 :施釉 (貫入 )
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員

営
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次和 :灰 日75Y7/2
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やや密

須忠 器 小面 i貢灰 25Y5/1
式面 :掲灰 25V6/1

彗

須恵器
著

Ⅲ面 :回転ナア
雨ヽ :同転サデ

(17)
小面 :に小 い橙 7 5YR6/4
∧面:にぶい苦椿10YR6/ィ

lmmlA卜 の TH栗・ナ

丸 瓦
長

像
幅
″

厚

‐

当面 :ナテ
密 須恵質

平 瓦
さ

ガ

長

仏

厚

９ ヽ面 :F音 灰 N3/
密 須恵質

(26) 密

原 1言榮 糸 7LJ器
(19)

樅 :灰 日5Y3/つ

素ll l l灰 白7 5YR8/2 密

平瓦
長さ 厚

‐ ら面:板サヂ
密 ぶヽし瓦

丸瓦
長

”

帽

９

厚

９

喝面 :灰 N6/
粗 ぶヽし瓦

丸瓦
長

”
幅 厚

つ
当面 :板 ナデ

密 ぶヽし瓦

平瓦
“

畠 Щ面 :灰 貢掏 10YR5/2
喝雨 にぶい膳 7 5YR6/4 粗

土師質

平瓦
長

年 イ07】
厚

矛

面

雨
板ナテ
ナヂ

粗 土師質

平瓦
長

ｍ

厚

，
粗 土師質

平瓦
長

ｍ
幅
晰
隣
邪

やや密 ポヽし瓦

察忠希
杯

(14)
外面 :灰 N5/

密

(18)
卜面 :回転ナテ,底山未調整
面ヽ :同転ナデ

やや粗

察患 器 ↑面:灰 N5/
A面 :灰 N4/

土FI箕 土器
(15)

朴面 :浅 天橙 10YR8/4 lmm以 卜の石 栗

面

面

ヨヨナデ
ョコチデ

土日巾絡
籠

長

ワ

朴面 1こぶい橙 7 5YR6/4
丙面 :とこぶい潜 7 5YR6/4

3mm以 下の石栗・歩
石″合すo

丸瓦
厚

―
町面 :ナデ

密 土師質

丸瓦
長

れ
嶋
加

厚

―

４ア
日
ナ
希
面
面

凸面 :にぶい貢橙 10YR7/2
画面 :にぶい苦搭 ioYR7 2 密

土師質

丸瓦
景
に

厚

・
密 土師質

平 瓦
長 さ Щ面 :布 目 ヨ面 :灰 自25Y8/1

密 買恵質

平瓦
え
０

早
え
Щ面:布 目

密 貫恵質

扁平片刃石斧
長
は

厚
ｎ

面

面

画
面 片岩

三巴文軒丸瓦
厚
■
瓦当裏面 :検方向のナデ,顎周辺ナデ 粗 ぶヽし瓦

三巴文斬丸瓦
直径 厚

２
」面 :板ナデ

『
当喜面 :斜め方向のナデ

町面:褐灰10YR5/1
Щ面 :

密 ぶヽし瓦

二巳文軒丸瓦 酷
‐２４

厚

１
IR面 :ナデ

断面 I灰 N6/
Щ面 :灰 N5/

やや粗 ぶヽし瓦

三巴文軒丸瓦 雌
鰤

瓦当裏面 :横方向のナデ,顎周辺ナデ や゙粗 ぶヽし瓦

39 三巴文軒丸瓦
直径 厚

２
瓦当裏面 :横方向のナデ,顎周辺ナデ

面

面
灰N6/

や゙ 粗 ぶヽしF■ (須恵質)

三巳文鳥会 績
蟷

いぶし瓦 (士師質)

丸瓦
長

朽
中昌

`コ

8)

旱

２

当白 :倣 ナテ ,ナテ
』面 :布 目 面政

面

面
灰N6/

やや糧 いぶし瓦

丸 瓦
ё

幅

長

（

早

―

メ
膊

やや粗 須恵質

平瓦
長さ
(149)

幅
(105)

庫

２
凹面 :板ナデ,面取
凸面 :板ナデ

面

面
掲灰10YR6/1

掲灰 10YR5/1
やヾ 粗 いぶし瓦

留茎 柾
噌

ぶヽし瓦

三巳文軒丸瓦
画
言

外面 :灰N4ノ いふし瓦

三巴文軒丸瓦 縦
帥
凍
ψ

一千

９

アア

デ

稼

サ

画

面
霊 ポヽし瓦

卍宇文軒丸瓦 酷
鵬

回
面

外面 :灰 とOY5/1 雪 いぶし瓦

菊丸文棟飾り 縦
ｍ

厚
―

滅
浦
摩
崖
面
面

雪 ぶヽ し瓦 ,16弁 カ

波形文軒平瓦
長さ 幅

０

厚

２ ら面 ナブ 瓦当接合熊

`結

目十束1突痕 )
階 ぶヽし瓦(土師質)

蓮珠文軒平瓦 やや粗 ポヽし瓦(須恵質)

連珠文軒平瓦
長さ 幅 凹面 :布 日

町面 :疵ナデ
やや粗 ぶヽし瓦(上師質)
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番 昇
器 種 調  整 色  調 胎  土 備   考

丸 瓦
只

‐６

幅

６
ぶ`し瓦

丸瓦
幅

Ｒ４ ぶヽし瓦

平瓦
長さ
(206)

帽
４５

厚

２ 町lm!産 滅
凹面 :灰 N5/

ぶ`し瓦

用途不明瓦
早

， や゙密 ぶヽし瓦

丸瓦
さ

０

長

は
幅
２５

］千

Ｌ ぶヽ し瓦

丸瓦 帽
呼

須恵質

丸瓦 (130)
帽
８０

厚

２
当面 :板ナデ 当面 :灰 N5/

ぶ`し瓦

丸瓦
長
〔
鴨
帥

，

１ 須恵質

用途不明瓦
さ

０

長

は
幅
(105)

厚

３ 外面 :灰N6/ ぶヽ し瓦

平瓦 帽
郎

口
子

９

J画 !稼 ナ テ
や゙姑 ぶヽし瓦

平瓦
さ

ω

長

は
幅

`i03)

厚

２
」面 :切 断痕 ,布 目,ナ デ ,面 取 Ⅶ面 にぶい斎橙 10YR7/Z

須恵質

平瓦
長
ｏ
帽
細

須恵質

丸 瓦
員
は

幅
翔

さ

ω

厚

似
当面 :灰 自10YRS/2

須恵質

(16)

須悪器
IIN

外面 :回転ナテ
内面 :回転ナデ やや粗

打製石庖丁
さ

ハ

長

〔

幅

４７

画

面 ナスカイト

鴎
備

(45)
朴面魂 和,回転ナテ
Å面 :怖 Th回転チデ 外面 :車花文

竜永通宝
面
百

画

簡

寛永通宝 酷
郷

厚

征
画
百

外面 i

118

爪イ言楽系 1珂器
符絵 苗続

外面 :施釉 (貫入 ),回 転ナデ 4H:灰 75Y6/1

丸瓦
帽

ａ
ぶヽし瓦

丸 瓦
長さ

`105)

厚

２
当面 :灰 N5ノ

や゙密 ぶヽ し瓦

平瓦 やや姑 ぶヽし瓦

4f丸瓦 酪
‐２６

長
生

厚

ｉ Ⅶ面 :ナデ
当面 :灰 自N7/

ぶヽ し瓦

三巴文鳥会 縦
鰤

棟

７４
ぶヽし瓦

平瓦
長さ 厚

矛

Щ面 灰N4ノ
ぶヽし瓦,刻印

平 瓦
さ

ω

長

仏

テ

「ブ

ナ

■

画

面 ぶヽし瓦,刻印

土RI質土器 朴面 :ヘラ切り,板 目
対面 :同転ナブ

外面 :浅貢橙 10YRS/3 lmm以 下の石英 振

平 瓦
長

体
幅
榊

テ

■

ナ

府

画

面 ぶヽし瓦

平 冗
さ

い

長

に
幅
舗

厚

― 須恵質

平 瓦
さ

い

長

，
厚

―
ぶヽし瓦

丸 瓦
ё
ω
景
に

`77)

厚

λ
ヨ面 :東灰 E5Y6/1

須恵質

平 瓦
長
ｎ

厚

‐
須恵質

鉄釘
さ

お

長

伍
幅
ψ

外面 :

上 H中策 土希
(31)

橙

膳

画

面
mmメ トの石栗

土帥質土器
赫 (15)

外面 :灰 褐もYR4/2

7卜 由 :歳束 種 10YR8/3 1～ 2mmメ ドの石 む付凸帯2条

弥生土器
(46)

外面 :浅煮橙 7 5YR8/3 お付凸帯2条

勺面 :産滅

朴面 iに ふ い 束橙 10YRO/t mm必 卜の砂粒を
守rf

押圧凸帯2条

器科
サ
里

弥
(44)
1面 :摩滅
付面 :摩滅

面

面

外

内
にぶい黄褐10YR6/4
にぶい黄橙IoYR7/2

・長石 角閃石を 内面 :黒 lrl

IT生上器
帯

腺
鵜
僻
感

回
蒜

朴面 iにぶい東橙 10YR6/4 1～ 4mm以 下の石
内面 :黒斑

弥生土器
墓 (61)

十面輝 滅 外面 :1こ本い貢褐 10VR5/3
内面 :にぶい苦褐 lovR5/3

lnm以 下の砂粒を
等)|

(21)

弥生上器
蓼 (47)

卜面 i摩滅
面ヽ :産減

外面 :灰蒙褐 10YR5/'
内商 :ιこぶい曽協 lov康 5/4

(28)
朴向 :に み い京 礎 1りYRO/4 lmm以 卜の石 栗・

弥生土器
蓼

252 (36)
卜面 :摩滅
面ヽ P_i満

朴面 :にホい橙 7 5YR7/3

弥生土器
褒

十面 i摩滅
芍面 :摩滅

外面 :にぶい赤褐5YR4/3
内面 :褐7 6VR4/3

1～3mmメ トの石
英・長石 角閃石

(66)

弥生土器
(52)
卜面姫 滅
面ヽ :座滅

4面 :に心い貢橙 10VR7/4 mm以 下の石英

弥生土器
(48)

外面 :灰黄褐 10YR4/2 耐n以下の石英 .

ん

覇

Ｒ７

ｍ

研

離

使

弁

画

面

第3表 屋島寺出土遺物観察表②
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告

暑

雑

悉 器 種 調  整 色  調 胎  土 備   考

弥生土器
廣部

87
滅

滅

摩

座

面

面

(65)
顔

溝

摩
磨

画

面 百ヽ にぶいきILki nVR7/4

弥生土器
廣部

滅

滅

摩

塵

面

面
卜画 :イこ奉 い健 7 5YR7/4

顔
滋
摩
摩

画

面 勺面 :明 協 ?SVRA/ハ

弥生土器
産部

滅
滅
摩
庭
面
面

卜面 :に 小 い策 律 OYR5/4

(29)
顔

湾

摩

磨

画

面

弥生土器
虞部 (31)

卜画 :に ふ い黄 襴 10YR5/コ ～3mmメ トの石

打製石槍
長

″
幅
胸

サヌカイト

須恵器
林警 (17)

朴面 :回転ナア
A南 :同転サデ やや密

斡癬
D 凹

面 密

須恵器
林 半

琳面 :回転ナテ
Å葡 :同転ナデ

十薗 :ル(75Y5/]
勺面 :灰76Y5洵

須恵器
(14) 対面 :同魅ナデ

四
百

察忠 器
(23)

須恵器
(14)
外面 :回転ナテ ,回 転ヘラ切り 7r薗 :仄 75Y5/1

やや粗

画

面 や゙密

須恵器
(35)
外面 :回 転ナテ
内面 :回 転チテ

Ⅲ画:灰 75Y5/〕
h面 :灰 75Y5/〕
画

面

須恵器 7.山 :隊 日10YR7/1
芍面 :灰 白10YR7/1

頻息 器
(62) 外面体部 :自然釉付着

須恵器
(79)
卜面 :格子目叩き涙,回転ナデ
面ヽ :同車きナデ 対面 :にぶい曽褐 loYR7/3

mm以 卜の石 栗・

画

面

上師質土器
為而 :灰 白10YR8/2

2mm以 卜の石
岳石″含す|

内面底部 :黒斑

(19)

上師質上器
(22)
Ⅲ面:回転ナテ
r`R:同 転ナデ

朴白 :浅 蒙世 10YR8/4 lmm以 卜の石栗
石″合 )|

(20)
画

面

土師器
‐■ (60)

朴薗 :に小 い赤 褐 5YR4/4
Å面:にぶい赤4・

g5YR4/4
〕mm以 卜の石英
石″合オ|

(55)
蕨

沿

摩

盛

画

面

上Hl質上器 Ⅲ面涯 滅 朴薗 :R音 赤褐 5YR3/4
丙面 :R音 赤褐 5YR3/4

1～ 2mm以 卜の石
茶 長石″合帝

土 H中質 土希
(62)

器

林

瓦

小
十面 :ヘラミガキ,'旨文
高ヽ :ヘラミガキ 暗マ

砿質 :灰 7うY5/1
蒸II:灰 白75Y7/

丸 瓦
長

Ｈ

旱

―
土師質

平 瓦
長 さ 1幅 厚

ｒ

」面 :明 貢御 OYR6/6
Ь而 :明 曽協 loYR6/6 4 土師質

平 瓦
中昌 子

―
や゙密 土師獲

平 瓦 イ40)
午
ト

凹面 i褐灰 7 5YR5/1
L面 :格 灰 7 5YR5/1 晉 須恵質

肥前系磁器
広束染付碗

朴面 :施釉,回転ナデ
勺面 :施釉,回転ナデ

素地 i灰 自涎3/ ぢ
外面 :圏線 3条 ,草花文
内面 :圏線 1条

(32)
使

搭

東

善

い

ｈ

か

Ｌ

鶉訪
小面 :回転ナデ

彗

(28)

弥生上器
(26)
外面 搾 滅 に小 い偶 7 5YR5/4 1～ 3mmメ トの石

丸 瓦 鴨
炒

l■ 買恵質

九 瓦
長
年

幅 厚

― 』面 :明 苦楊 loYR7/6 密 土師質

平 瓦
長

９

旱

―
密 ぶヽし瓦

打製石鏃
長

９

厚

∩

面

高

外
丙 角而

ナヌカイト 重量■ 38

土印 質 土絡 7r面 :回 路 ナ テ

滅

潜

摩

腟

面

面

画
面
偉
搭

1～ 5mm以 下の石

7r向 :回 孫 ナ テ

勺面:回転ナデ
密

(21)
面

南
灰 自 IOY8/1
灰 白 10Y7ノ i

密

須 思 器

杓面 :回魅ナデ

向

面 密

黎

朴面 :格子 目町Iき痕 ,回 転ナデ 米面 :灰 N6/
密

膏E泉 窯系 青位

赫

釉
紬

ra:明オリーフ2 5CY7/1
密 十面 :舗速弁

密 重面 :刻 FP

158
備前焼 陶器
甕

(77)
外面 :平行日叩き痕
内面 :ナデ,指頭圧痕

掲灰7 5YR4/1
RI:灰オリーブ75V5々

やや密

蓮革文軒丸瓦
巨 獲 に当面:縄口‖き涙 両面 :淡黄25Y3/3 やや密 土師質

第4表 屋島寺出土遺物観察表③

-49-



舌
号
融
番

器 種 繭
伝量 (団

調  整 色  調 胎  土 備  考

唐革文軒平瓦
さ

ω

長

０
嶋
部

早
（

膏

善

回

言 やや密 須恵質

軒平瓦
(117】

』
晰

厚

仕 町雨 :編 ,日芸蕉

」山 :隊 日 10YR3/2
密 離

質

面

恵

当

狽

瓦

丸瓦
さ

ｎ

長

ｏ
厚
，

須恵質

丸瓦
崇

１０

当面 :種7 5YR7/6
』面 !僣 7 5VR7/6 密 土師質

丸瓦
長
伸
幅
榊

】千
１

密 土師質

丸瓦
長 さ 幅
”

白手
つ

当面 :板ナテ 当向 〔νく日5Y7/]
密 須恵質

丸 瓦
長
ｍ

噂
手

９ 密 須恵質

丸 瓦
長

Ｈ "畠(65)
厚

ト
密 土師質

丸 瓦
さ

〔

長

０
厚

１
密 土師質

丸 瓦
長

つ

厚

‐
町面 :板 ナテ

□面 :灰 苦褐 10YR6/2
やや粗 貫恵質

丸 瓦
さ

ω

長

０
厚

１
密 買恵質

丸 瓦
長

Ｈ (54)
ナ阜さ 町面 :板ナテ
m面 :布 面

均白 :イこふ ヤ`橙 7 5YR7/4
□面:にぶい縛7 5VR7/4

密 土師質

丸 瓦
長
僚

厚
，

粗 ぶヽし瓦

平 瓦
景
ワ

幅
(122)

厚

つ
Щ面:布 目 Щ薗 :隊 衷掏 10YR6/2

四南 :灰 苦褐 10YR6/2 密 買恵質

平 瓦 密 員恵質

平 瓦
長
に
』
晰

］子
つ
Щ面 :布 目 Щ薗 :灰 貢偶 10YR6/2

四面 :灰 告褐 loYR6/2 やや粗 須志質

平 瓦
さ

い

長

〔

口手
―

密 土師質

平 瓦
長さ 厚

‐
咽面 :布 目 凹山 :に小 |｀報島7 5YR6/3

巴面 :1こぶ ヤヽ需 7 5YR7/3
密 須恵質

平 瓦
長
像

厚
，

密 須恵質

平 瓦
長

「
幅 厚

「
Ц面:布 目 凹画 :灰 褐 7 5YR6/2

密 須恵質

平瓦
さ

い

長

ｒ７

厚

―
密 土師質

平瓦
長さ ‖嘱 厚

つ
Ⅶ面:布 目

L面 :にぶい僣 5YR6/4 密 土師質

平 瓦
長
仏

厚

―

日

＋

布

府

画

面

伯

協

隊

産

画

面 密 須恵質

平 瓦
長

往
幅
け

厚

ぇ

」面 :布 目,面取 J白 :〃く自10YR7/1
ら面 :曽灰25Y6/1 ややlH ぶヽし瓦

平 瓦
さ

耐

長

仏
厚

― ヂ
而
オ
画
面 密 須恵質

須恵器
(17)

小面 :回転ナテ ↑面:灰 N4/
h而 :灰 N4/ お

嫁 患 器 や゙密

須恵器
ul 杓面 体 部 :ケズリ修 ナ デ

危山焼

上目巾質 土希

土師質土器
(12)

丙面 :回 転 ナ デ

卜面 :浅貢健 7 5YR3/6
杓面 :濃苦縛 7 5YR8/6

3mm以 下の石英
石″合すo

土 FHl只 土器

瓦器 卜面 :ナデ,指頭圧痕
面ヽ「サデ

朴面 :灰 5Y4/1
丙m~:灰 5Y4/1

i恭
(lo)

付
皿
染
小 (17)

卜面 :施釉
勺面 i施釉

和 :明綜灰10YR3/1

素地 :灰 白N8/
外面 i車花文,圏線2条
内面 :圏線 2条

付
利
染
徳

卜面 :施釉
勺面 :一部施釉,回転ナデ

釉 :明緑灰 10GY8/1
絵付釉 :呉須

外面 :革花文

三巳文軒丸瓦
棋
詢

厚

ォ
毛当裏面 iナブ 須恵質

丸瓦
長
“

厚

―
須恵質

九瓦
長
衛
幅
郎

厚

矛
当面 :F4滅

やや粗 L師質

丸瓦
さ

い

長

〔
厚

９
やや粗 ヒ師質

丸瓦
長
１０

厚

―
町面 :板 ナテ 当山 :にふい束橙 10YR7/3

am~:灰 白25V8/2 密 ヒ師質

丸瓦
長
仏 やや粗 L師質,2次焼成

丸 瓦
崇
”

●山 :灰 日25Y7/1
密 貫恵質

丸 瓦
長 さ 中昌

名 頁恵質

丸 瓦
Ｃ
ｎ

断面 I板ナデ 当面 :万K日 25Y7/1
密 買恵質

丸 瓦
長さ

`82)

白
子

３

均画 :ナテ

□雨 :布 目 面取 密 土師質,2次 焼成

九瓦
Ｓ

ｎ

�

守
町面 :ナデ 氷

灰
回
面 粗 小ヽ し瓦

丸瓦
長さ
(1l lJ)

嶋
９０ □面 :切 断点 布 目 面取 やや粗 ぶヽし瓦

つ07 九 瓦
長

Ｈ

厚
２

当面 :灰 N5/
密 小ヽ し瓦

平瓦
長

「

厚

歩
やや粗 土師質

平 瓦
ё

射

長

命
序
，

咽面 :1こぶい橙 5YR6/4
やや粗 土師質

平 瓦
長

Ｈ

中畠 厚

９
彎面 :布 目′面収 粗 買恵質

平 瓦
ё

酎

長

ｒ７

厚

―
密 須恵質

平 瓦
長 さ 幅
【

厚

９
Щ面:布 目,面取 蜘山 :隊 日 5Y7/1

密 員恵質

平 瓦
厚

‐
やや粗 須恵質

第5表 屋島寺出土遺物観察表④
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番 号
器 種 調  整 色  調 胎  土 備   考

平 瓦
ё

ハ

長

ぬ
厚
，
Щ面:布 目 Щ面 :に小い褐7 5YR5/3

町雨 :ιこぶい褐7 5YR5/3
やや粗 須恵質

平瓦
長さ
(106)

幅

９４
』面 :布 目
当面 :縄叩き痕

Щ面 :灰白25Y7/1
断面 :灰黄25Y7/2

須恵質

平瓦
帽

Ｒ

厚

９

Щ面:灰 N5/
ぶヽ し瓦

鉄釘
ｃ
の

ぬ

ｘ
Ｇ

命

面
面
外
内

面

面

鉄 釘
さ

か

長

に

画
面

鉄 釘
ё

ω

長

２

面

雨

鉄釘
さ
ｎ
点
に

外面 :
画

面

鉄 釘
さ

い

長

ｒ４

面

面

肥前系磁器
染付碗

面

面

外

内
施線
蛇の目釉ハギ,施釉

釉 :灰 自10Y7/1

絵付釉 :F音オリーブ灰
必 外面 :草花文 圏線

肥前系磁器
染付碗

面

面
施釉
蛇の目釉ハギ,施釉 曽

口
灰
と

殊
地‥
祐

榊
素
惜

る 外面 :車花文,二重圏線

肥前系磁器
染付碗

面

面
回転ナデ,施釉
施釉

地
様

�

系
模
琳
オリーブ黒10Y3/1 密 +面 !草花文,二重圏線

肥前系磁器
染付碗

(39)
木面 :回転ナデ,施釉
勺面 :施釉

外面 :明緑灰7 6GY3/]

内面 :灰 白75Y8/1
踏

察
面 軍花文

肥前系磁器
染付碗

(39)
釉
釉
施
施
面
面

釉 :水色 密
面

面
草花文
四方碁文

肥前系磁器
音磁理付赫

密 勺面 :四方欅文,二重圏線

肥 雨 糸 liIH:灰オリーフ75Y5/2
素 lll!灰 10Y5/1 密 外面 :圏線

月巴前系
陶胎染付碗

(41)
外面 :施釉 (貫入 )
内面 :施釉 (貫入)

釉 :灰 10Y6/1 密 朴面 革花文,二重圏線

瀬戸美農系
鉄釉灰釉掛分移

外面〔施細 (高台畳付露胎),回転ナデ
内面 :施釉 (貫入)

釉 :灰白10Y7/1 密

瀬戸美農系
呉須絵碗

外面〔回転ナデ,施釉 (貫入 )
内面 :回転ナデ,施釉 (貫入)

地 :Fこぶい貢偶10YR5/4
:灰 白10YR7/1 密

鉄絵陶器
碗

(47)
外面:回転ナデ,施釉(貫入,底部籐月台)
内面 !回転ナデ,施紬 (貫入)

薇麹 :〃(日 10YR3/2
伯:灰 白75Y7/1 密 外面 :若松文

隣
鉄

外面 :回転ナテ ,

内面 :同転サデ
釉
鶏
施
流

密

怖 再「焼 I FJ誘 素地 :に本い赤褐
密

須恵器
書 (42) ¬面:同転ナデ

密

土帥 頸 土器
(45)

外面 :にぷい赤褐 5YR5/4 1～ 2mm以下の石
革 岳石″合す|

三巴文鳥余瓦
直径 長 さ 厚

３

面

南
板ナデ
サデ

密 いぶし瓦

梵宇文軒丸瓦
旱

つ
毛当莫面 :不定方向のナデ 亙面 :渋貢橙 7 5YR3/4 粗 須恵質

梵宇文軒丸瓦
厚

オ
豆当裏面 iナデ 五面 にぶい橙7 5YR7/3 賃恵質

三巴文軒九瓦
厚

フ
瓦当裏面 i不定方向のナデ 可面 :にぶい橙 7 5YR7/4 L師質

三巴文軒丸瓦
厚

″
瓦当裏面 :ヨヨナデ 両面 〔灰 5V6/1 ぶヽし瓦

波状文軒平瓦
長 さ

'早

さ 当面 :灰 自25Y8/2
゛や粗 ぶヽし瓦(須恵質)

寛永通宝
早

α

画

蒜

五質 ■器 長

ら '早

さ
密

(90)
面

面

ナデ
ハケ日 ナデ

牛面 :波状文

軒丸瓦
さ
、
長
，

厚

刀

ヨ面 :灰 貢25Y7/2
買恵質

連珠文軒平瓦
長さ
(180)

瓦当高 厚

２ 町面 :板ナデ
」面 :灰 白N4/
当面 :H音灰 3ヽ/

色 呂瓦,いぶし瓦(須恵質)

軒平瓦
さ
い
長
柱

早

２

Ⅶ面:ナテ
Ь面:版ナデ

粗 ぶヽし瓦

三巳文軒 丸瓦 ｍ
‐２６

ビ文
‐６

厚

Ｉ
Щ面 :布 日,板ナデ,面取

当面 :黒N2/
咽面ittN4/

密 ぶヽ し瓦

(33)
釉
鶏
施
箭
画
面 億JIll!灰 白N8/

密

器聴

続

系

付

前

“

肥 朴山切伍和
杓面 :流荊

密
線
線
圏
爾
画
面

(40)
釉
節
施
矯
面
面 潮ll:灰 白N8/ 密 外面 :圏線

京信楽系阿器
灯明 m 内而 :1/1釉 イ言 入 )

密

土師質土器
火鉢

(73)
デ
デ
ナ
ナ
面
面
外
内

木面 :にぶい褐7 5VR6/3

勺面 :にぶい褐7 5YR6/3

1～ 2mm以下の石
英・長石・角閃石を

第6表 屋島寺出土遺物観察表⑤
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第 4章 まとめ

第 1節 遺構 お よび包含層 (整地層 )の 変遷

第 3章では各遺構および包含層について報告してきたので,次に調査区内での遺構および整地層の

変遷を検討したい。ただし,出土遺物から年代が特定できる遺構・整地層は少なく,詳細な変遷を追
うことは困難である。このため,大まかな年代観で捉えることになる。まず,年代が特定できる遺構
や整地層を鍵として,こ れに各遺構と整地層の上下関係を絡めて検言寸していく。

出土遺物から年代が特定できる遺構は,SX03が 7世紀第 2四半期,溝状落ち込み (段)が 16世
紀末～ 17世紀前半,SK01が 18世紀後半以降,SD02が 19世紀中頃,埋甕が 19世紀である。同様
に整地層は,弥生土器包含層 (第 12層 )が弥生時代中期,布 目瓦包含層 (第 11層 )が 13世紀頃,
いぶし瓦包含層 (第 6層)が 18世紀末～ 19世紀前半の間,集石を含む第 7層が 17世紀末～ 18世紀
前半である。次いで,層位の上下関係から類推できるものを列挙する。SD01は SX03に切られており,

7世紀第 2四半期以前となる。SD04・ 05は縄叩き痕をもつ布目瓦を含み,第 7層 より下位にあるこ

とから,平安～室町時代のものと考えられる。SK03は,第 7層上面にあり,19世紀の第 3層だけで

なく,第 5層 にも覆われていることから,18世紀と考えられる。SK04も 第 7層上面にあり,SK03
と同じ頃と想定される。SX01は,出土遺物から江戸時代と推測され,第 6層 より下位にあることか

ら 17～ 18世紀のもの,さ らに瓦溜め遺構に切られていることから,17世紀前半の可能性がある。

瓦溜め遺構は,出土遺物からは 17世紀後半～ 18世紀前半と推定されるが,第 6層 との上下関係が不

明であり, さらに下る可能性もある。SK02は埋甕と同じ第 3層上面にあり,19世紀以降と考えられ
る。柱穴については,SP02～ 05が第 11層 より下位にあり13世紀以前のもので,報告で述べたとお

り,埋上が黄色系のものが江戸時代以降,灰褐色や灰赤色系のものが平安～室町時代に属する可能性
がある。SB01の柱穴は,灰赤色系の埋土をもつことから平安～室町時代の可能性がある。以上のこ

とをまとめて,土層模式図にしたのが第 44図である。これらを踏まえて,時代順に遺構および整地

層の変遷を追っていく。

弥生時代中期中葉

北調査区中央部西半において,部分的に弥生時代中期中葉の遺物包含層 (第 12層 )を確認した。

斜面上から流れてきて 2次堆積したものである。この時期の遺構は確認していないが,調査区付近に

弥生の遺構があった可能性を指摘できる。

SK02
19世紀以降

第 3層 19世紀 1

18世紀後半以降

第4・ 5層
SX01 17世紀前半

SP02～ 0513世紀以前

第 7層 (集石)17世紀末～ 18世紀前半

柱穴 (灰掲色・灰赤色系)SD05

第 44図 調査区土層模式図

ＳＫ０４軸 ＳＫ０３蜘

第 1層 20世紀

SD02 19世紀中頃

第 6層 18世紀末～ 19世紀前半

瓦溜め

遺構

17世紀
後半～
18世紀
前半

清状落ち込み (段 )
16世紀末～ 17世紀前半

第 11層 13世紀

12層 弥生中期中

平安～鎌倉時代
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飛鳥時代 (7世紀第 2四半期)

北調査区の竪穴状遺構 SX03が, この時期唯―の遺構である。用途等は不明である。屋島には 667

年に築城された古代山城屋嶋城跡が存在し,当調査区も城内に含まれるが,SX03と は僅かながら時

期差が存在する。

平安～室町時代

北調査区全域に広がる布目瓦包含層 (第 ■層)が 13世紀頃のものであり, この時期に整地がなさ

れた可能性がある。南調査区の緩斜面にある溝 SD04・ 05は平安～鎌倉時代の間と推定されるが,用

途等は明らかでない。柱穴の一部や SB01も 当該期に属する可能性がある。なお,遺構は存在しないが ,

第 7層下部の集石からは平安時代の軒瓦が,瓦溜め遺構や表土からは中世の軒瓦が出土しており,こ

れらの時期に堂宇の建築または改修が行なわれた可能性を指摘できる。

江戸時代 1期 (17世紀)

北調査区の溝状落ち込み (段)が該当し,出上した軒瓦から16世紀末～ 17世紀前半と推定される。

幅 3.4mと広いことから,用途等は区画溝や通路とも想定されるが断定はできない。

江戸時代 2期 (17世紀末～ 18世紀前半)

南調査区の第 7層が該当し,出上した陶磁器から17世紀末～ 18世紀前半と推定される。第 7層下

部には捨石としての集石があり,緩斜面を平地にするための入念な整地層であることが分かる。ただ

し,完全には平地となっておらず,平地化は 19世紀の整地を待つことになる。北調査区の瓦溜め遺

構も当該期と考えられる。

江戸時代 3期 (18世紀)

南調査区のSK03・ 04が該当し,北調査区のSX01は 17～ 18世紀のものと推定される。SK03は 長さ7.5

m,幅 1,15m,深さ40cmの土坑で,最下層に厚さ約 10cmの炭層が均―にあること等から,宗教的儀
礼に伴う土坑の可能性がある。SK04も 同じ様に炭層を含む土坑であるが,調査区南東隅で検出した

のみで,全容は不明である。

江戸時代 4期 (19世紀)

北調査区のいぶし瓦包含層 (第 6層 )が 18世紀末～ 19世紀前半であり,こ れを一部覆う南調査

区の第 3層が上面の埋甕から19世紀と推定される。第 3層の下にある第 4・ 5層 も近い時期と推定

される。19世紀に北および南調査区において,数度にわたる整地が断続的になされたと想定される。
これらの整地により,調査区周辺は緩斜面から平地となっており,江戸時代末期の『讃岐國名勝国會』

挿絵 (第 46図 )の状態になったものと考えられる。第 3・ 6層上面において確認した埋甕とSD02

は 19世紀のものであり,SK02も 19世紀のものと考えられる。

第 2節 調査の結果

今回の調査は,屋島寺境内で行なわれた唯―の本格的な発掘調査であり,屋島寺のみならず様々な

時代の遺構 。遺物を確認するとともに,屋島寺の時期的変遷を推測できる資料を得ることができた点

で評価できる。評価できる調査結果を箇条書きにすると,次のようになる。

① 弥生時代中期中葉の遺物が一定量存在することから,標高約 300mの屋島南嶺山上に高地性集落
が存在した可能性を指摘できる。旧詫間町 (三豊市)の紫雲出遺跡や,旧庵治・牟礼町 (高松市)

のダンベラ遺跡や源氏ヶ峯遺跡も,屋島同様に瀬戸内海に突き出た半島の山上にあり,注目できる。

② SX03か ら7世紀第 2四半期の須恵器が出上したが,こ れは667年 に築城された古代山城屋嶋城

跡と近い時期のものである。ただし,僅かながら時期差が存在し,両者の関係は明白でない。

③ 平安時代後期の軒丸瓦や軒平瓦,さ らに九瓦や平瓦が出土したことにより,屋島南嶺における屋
島寺の造寺活動が平安時代後期にまで遡れることが明らかになった。その後に実施された屋島基礎

調査事業で,屋島寺の造寺活動はより明らかになっており,10世紀前半頃には北嶺で仏堂が建立

され,11世紀には南嶺へ寺院を移しているようである。なお,北嶺から南嶺への移転は屋島寺の

寺伝にも記されており,寺伝では空海が移転したとされ移転時期はずれるが,寺伝と符号している。
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④ 北調査区の布目瓦包含層 (第 11層)は 13世紀の遺物を含み,13世紀に極めて近い時期の整地層で
ある。本堂が鎌倉時代末期 (14世紀前葉)建立と考えられており,本堂建立時期と近い。布目瓦包含

層が本堂西側で隣接していることを考慮すると, この包含層が本堂建立に伴う整地層の可能性が高い。

また,13世紀代の遺物が比較的多く見られ,屋島寺の活発な活動がうかがえる。

⑤ 主に南調査区で確認した整地層から,江戸時代において旧地形の斜面を平地にする造成工事が繰り
返し行なわれていたことが明らかとなった。最初は,17世紀末～ 18世紀前半の第7層で,下部に捨石

である集石が存在している。SK03・ 04の存在から,しばらくの空白期間があつたと想定され,次いで第4・

5層の整地層がある。18世紀末～ 19世紀前半には北調査区でも第6層 (いぶし瓦包含層)の整地層が

あり,次いで19世紀の第3層がある。この造成工事は,屋島寺境内の拡張工事であり,屋島寺の経済

的発展の現れと見ることが可能であろう。

⑥ 江戸時代に属する遺構から屋島寺の活動の一端をうかがい知ることができる。まず 16世紀末～17世
紀前半の溝状落ち込み (段)は ,本堂軒先の延長上にありその関係が注目されるボ 区画滞や通路とも

考えられる。18世紀の SK03・ 04は宗教的儀礼に伴う可能性があり,屋島寺の宗教活動の一端を示し

ている。19世紀の埋甕3基は,この時期境内が一時的だが墓地として利用されていたことを表している。

また,17世紀後半～18世紀前半の瓦溜め遺構も,年代的に開きがあり更なる検証を要する力喜江戸時

代末期に描かれ最近まで残っていた築地塀に沿って掘削されており注目できる。築地塀に沿つているこ

とから,塀からの雨落ち水を流す暗渠排水の可能性もあり,この場合はSX01と 同一の遺構となる可能

性が出てくる力ヽ 現時点では断定できない。

⑦ 調査区の旧地形は,北東から南西に傾斜する斜面であり,後述する本堂北東における試掘調査では
西から東への傾斜が確認されている。これらのことから,地形図から読み取れるとおり,本堂は北から

南にのびる尾根を削平して建てられたと想定される。

第 3節 屋島寺の変遷

屋島寺は,四国霊場第/kf四番札所として有名であり,南面山千光院と号す真言宗御室派に属する名刹

である。今回の調査結果を踏まえながら,屋島寺の変遷を検討してみる。最近では,山元敏裕氏により「北

嶺 (千間堂)から南嶺 (屋島寺)への変遷について」(山元2009で試みられているが 今回報告する本調査の

内容が未整理だったため,本堂東狽上で判明した事実について触れることができなかった。本稿では,その

欠を補いたい。

〔屋島寺の創建と伝承】

屋島寺の創建に関わる伝承は,江戸時代の文書に散見される。もっとも古いのは慶長16年 (1611)の『屋

嶋寺龍巖勘進帳』であり,次いで承応2年 (1653)の澄禅『四国遍路日記』,弘化4年 (1847)の『金昆羅参

詣名所国會』,嘉永7年 (1854)に著されたが屋島寺の伝承部分は治安元年(1021)の記録を基にしたという『讃

岐園名勝国創 があり,その内容を抜粋・集約し
~C―
覧にしたのが第7表である。細部では異なるが大筋では,

唐僧鑑真が来朝の時に屋島を霊地と見て山に登つて伽藍を建てるとともに普賢菩薩を安置し,弘法大師が千

光院を建てて千手観音を作ったとされている。今でも,屋島を北嶺と南嶺に分ける西側の谷は,鑑真が登っ

た「錐真谷」として地名が残されている。ここで注目したいのは,現在南嶺にある屋島寺がかつては北嶺にあっ

たという伝承である。『讃岐國名勝国含』では弘法大師が北嶺に千光院を建てたと伝え,『四国遍路日記』で

は鑑真が北嶺に寺を建て42坊を数えるまでに栄えたが その後衰退したので弘法大師が人里に近い南嶺に

千光院を建てたとされている。つまり伝承では,屋島寺は創建当初は北嶺にあったというのである。

それでは,南嶺における屋島寺が建立された上限を,文化財サイドから見てみたい。これまで南嶺で実

施された発掘調査では,10～ 11世紀の軒瓦が 1点のみ存在する力ヽ 一定量出土するのは11世紀以降の

軒瓦である。土器等は,一部に9世紀のものが存在するが,11世紀後半以降のものが比較的多く見られる。

一方,屋島寺に残された文化財では,本堂は鎌倉末期の建造であり,本尊の木造千手観音坐像は 10世

紀の作と推定されている。軒瓦や仏像が再利用や移動されることを考慮すると,遺物が量的に安定する

11世紀後半以降に屋島寺が南嶺に建立された上限である可能性を指摘できる。
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書  暑
刊行年

屋 嶋〒謡厳靱 建 llk

悪辱 lA生 rl Allゝ
四国遍 路 H記
承 麻 2年 (1653)

金尾羅参講名所回冒
]ム化 4年 (1847)

讀 吸 図名 勝 回冒

嘉永 7年 (1854)

年  代 孝謙
天皇在位の天平年中
(749～758年)

鑑真和尚が来朝の時,山
頂に登つた。その時,老翁
が現れ,ここは七仏説法の

場であり,天仙が集まる場
であると言つて消えた。そこ
で,和 尚は一宇の伽藍を建
て,普賢菩薩像を安置し
プtiハ

天平勝宝6年 (754) 天平宝写 6年(762)10月

内  容

鑑真和尚が来朝の時,屋
島に異気を感じて登つたと
ころ,寺院を建立すべき霊
地≧して北峰に寺を建てて
南面山と号した。その後 ,

鑑真は南都に赴いた。

鑑真和尚が来朝の時,船
中において屋島から瑞光が
たつのを見て山に登つた。
その時,一人の老翁が出現
し,この山で仏法を興隆せ
よと言つて姿を消した。鑑真
は喜んで,鉢を山に残して
EΠルI  テ螺席 卜ぅ´

鑑真和尚が来朝の時,船
中より屋島を霊地と見て登
り,五十七日ののち作礼し
て去り,仏舎利三粒。菩耗
子の念珠等を寺に送った。

年  代
後に鑑真は天皇より屋島を
授かったので,弟子空鉢恵
海律師に開基させ,普賢菩
薩の像などを置いた。この
時,二聖二天十羅刹女が
出現して,種々の霊異をあ
らわし,二十七日を経て
去った。招提寺務 J始し,
仏舎利三粒と菩提樹の数
珠を送った。

大 半 生FЧドくr刀― ror生Fリ

内  容

寺には鑑真の衣鉢が残さ
れたが,鉢は空に昇つて沖
を漕行する舟に斎料を請う
たので,舟人は驚いて米穀
を入れると鉢は寺へ帰って
いった。このため崇拝を集
め,屋島は繁盛して42坊を
構えるまでになった。しか
し,ある時,舟人が魚類を
鉢に入れると,鉢は壊れて
舟も沈んでしまった。そうし
て,寺も衰退してしまった
が,その時の本尊は釈迦像
で今も残されている。

座禅得道の上人が北峰に
いて,一鉢を飛ばして南海
往来の船に食を求めていた
が,後に登仙した。

年   代 弘仁万年(810)
弘法大師が千光院を建て,
自ら千手御本尊を彫り,さら
に両部大曼茶羅堂や一切
経蔵 ,多宝塔を造った。

弘法大師が寺を再興する
時に,北峰は人里から遠い
ので,南峰に嵯峨天皇の勅
願寺として建てた。南面山
屋島寺千光院と号し,千手
観音を作つて本堂に安置し
た。

弘イニ4f中 (810-82卑弔)

内  容

弘法大師が空鉢に入門し
戒を受けた。屋島に来て,
千手千眼の大悲の像を
作つて安置し,寺を千光院
と称した。

弘法大師が北峰に千光院
を建立して,表山明神を鎮
護の神とした。

年   気 天暦年中(947～957年)
明達師が来て,四天王堂を
建立してその像を安置し,
一夏九旬の間五大明法の
線渋力勧行十る^

内  熔

備  考

以上のことは,屋島千住職
性純が,治安元年(1021)3
月9日 に記録したものであ
る溢注記されている^

出典 : 屋嶋寺龍厳勧進帳    香川県1972『香川叢書』第一巻 爛名著出版
四国遍路日記     宮崎忍勝解説校注1977『澄禅「四国遍路日記」』い大東出版社
金毘羅参詣名所図会   松原秀明編集 1981『 日本名所鳳俗図会』14四 国の巻 爛角川書店
讃岐国名勝図会     松原秀明編集 1981『 日本名所風俗図会』14四国の巻 い角川書店

第7表 屋島寺創建に関わる伝説一覧表

【屋島北嶺の調査】

北嶺には「千間堂跡」または「千軒堂跡」という地名が現在も残されており,かつて寺院が存在し

たことを伺わせる。江戸時代では,高松藩の需員である奥村景武が永享2年 (1745)に著した『屋島

記』(『讃岐囲名勝固含』に所収)に よれば,北嶺には「かつて坊舎を築くこと一千,遺跡がいまだ残っ

ている。」と紹介している。『四国遍路日記』に著されている北嶺にあった四十二坊も,実際の数とい

うより多くの坊があったことを示していると推測される。このことより,現在の地名は「千間堂跡」
が一般的だが,本来は「千軒堂跡」が適当であろう。
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さて,こ の北嶺において平成 10～ 12年度に実施された屋鳥基礎調査事業によって,寺院跡の存在
が明らかになった。確認された遺構は,土壇をもつ礎石建物跡,集石墓,長方形石積基壇,掘立柱建
物跡 2棟などである。礎石建物跡は,東西 8.5m。 南北 6.6m。 高さ約 40cmの土壇の上に,東西 3間
×南北 2間 に礎石を並べたものであり,土壇中から仏具である須恵器多回瓶が 4個体分出土したこ
とから,仏堂跡と推測されている。もっとも新しい多口瓶から10世紀前半の年代が考えられる。ま
た,1/2に まで復元できる平瓦が出土していることから,戻斗瓦を使用していたと考えられる。長方
形石積基壇は,礎石建物跡から北へ約 90m離れたところにある長さ 10m・ 幅 2m。 高さ40cm以上
の石積で,寺域北限を示す可能性が推測されており,10世紀の遺物が出上している。掘立柱建物跡は,

礎石建物跡の北隣接地で確認されたもので,東西 2間 ×南北 1間 と東西 1間 ×南北 l間以上のもので
ある。出土遺物はないが,礎石建物跡と隣接して方位をほぼ同じくすることから,同時並存していた

可能性が高い。集石墓は,礎石建物跡の西に隣接 してあり,南北 7m。 東西 8mの範囲に安山岩板石
の集石が認められ,中央には約 2m四方の区画があり,区画の中には土坑が存在する。出土遺物から
12世紀末～ 13世紀初頭の年代が考えられ,礎石建物跡より新しい。類例より火葬墓の可能性が推測
されている。なお,礎石建物跡周辺で出土する遺物は, 9世紀後半の緑釉陶器なども認められるが ,

10～ 11世紀のものが圧倒的に多く,それ以降は減少する傾向にある。

以上のことから,北嶺における寺院活動を推測すると,その始まりは9世紀後半に遡る可能性があ

り,本格的に整備されたのは仏堂 (礎石建物跡)を建立した 10世紀前半であり,仏堂を中心に掘立
柱建物が建てられていったと考えられる。 トレンチ調査であることを考慮すると,掘立柱建物跡の数
は確実にもっと増えるであろう。その盛期は,出土遺物より10～ 11世紀である。そして,その姿は

江戸時代の文献に考された「かつて坊舎を築くこと一千」「四十二坊」に近いものであつたであるう①

また,注意すべき点は南嶺でも9世紀代の遺物がある程度出上していることである。このことは,9
世紀には南嶺にも寺院が存在した可能性を示唆するが,仏具等はいまだ出上していないため不明であ
る。南嶺では 10～ 11世紀代の遺物が乏しいことを考えると,10世紀前半の北嶺の仏堂建立により
寺院機能が北嶺に集約された可能性があるが,今後の調査成果によりたい。

∝  ＼＼ヾ
ヽ ＼

― )

集石墓 (火葬墓 )

第 45図 屋島北嶺で確認された寺院跡遺構および遺物実測図
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【屋島北嶺から南嶺へ】
屋島北嶺で確認できる遺物は,10～ 11世紀がもっとも多く,11世紀代を境に減少する。代わって南嶺
ではこの時期から遺物量が増加することから,11世紀末から12世紀初頭に北嶺から南嶺に寺院が移った

と考えられ,その理由として,この頃から四国霊場入う代箇所巡りが始まり,参拝に不便な北嶺 (4笏験の場)

から平野に近い南嶺に移した結果と位置づけられている(山元2000。 『四国遍路日記』でも「北峰の寺が廃れ

たので人里近い南峰へ移した」とほぼ同じ理由を挙げている。四国霊場八十人箇所巡りの開始時期につ

いてはまだまだ議論すべきであろうが 修験の場から世俗に近い場所へ移動したという考えは支持できる。

また,12世紀は讃岐国内において山岳寺院が再び造営または再整備される時期でもあり,それとの関連
性も指摘されている(腸Б2000。 屋島北嶺から南嶺への寺院移動は,そういった状況の中で選択されたものと

考えられる。ただし,12世紀末～13世紀初頭の集石墓が北嶺に築かれていることから,南嶺に寺院が移っ

たとしても,墓地としてなど別の目的で利用されていたと考えられる。

【古代末から中世の屋島寺一盛衰の中で一】
11世紀末から12世紀初頭に北嶺から南嶺に移るとともに,屋島寺は造寺活動を盛んに行なっていった

と推測される。それは,本調査 (宝物館)において 10～ 11世紀の軒平瓦や 12世紀の軒九瓦が出土し,
屋島寺東側にあった池埋立地のトレンチ調査においても11世紀の軒九瓦がまとまって出土していることt
讃岐国住人蓮阿弥陀仏の勧進によって鋳造された貞応2年 (1223)銘の梵鐘 (国指定重要文化財)からも

知ることができる。

しかしながら,その後に屋島寺は火災にあったようである。それは,先ほどの池埋立地トレンチ調査の

第 6層から,火を受けた軒九瓦や木材そして焼土や炭が出上したことから推測することができる。一緒に
出土した土器から,これら火災の廃材等を池に投棄したのは 13世紀中頃以降とされており,その後に鎌

倉時代末期 (14世紀前葉)の本堂が建てられたとされている(山元20000本 調査においても,本堂西隣接地
に広がる布目瓦包含層 (第 11層)が 13世紀頃の整地層であることが確認されており,13世紀中頃に本堂
が火災を受けて間もなく再建された可能性は高いと考えられる。

14世紀以降の屋島寺については,明徳 2年 (1391)の『大和囲西大寺諸國末寺帳』に「屋嶋普賢寺」
とあり,永享8年 (1436)の『大和国西大寺坊々寄宿諸末寺帳』に「讃岐國 屋嶋寺」とあることから,14
世紀末から15世紀前半においては,真言律宗の寺となっていたことが分かる。また,14世紀中頃～末と

推測される連珠文軒平瓦が本堂周辺で4点も出土または表採されていることや,本堂北側にある土塀が 15

世紀初頭に築造されていること (平成8年度基礎調査)から,14世紀後半～ 15世紀前半においても造寺
活動を盛んに行なっていたと考えられる。

このように,再び屋島寺は勢いを取り戻したようであるが 大永4年 (1524)1こ先の梵鐘が善通寺市金
倉寺に一時的に移されていること(角 )I D80や,『屋嶋寺龍巖勘進帳』に記述された荒廃ぶりを信頼するなら,

16世紀頃には屋島寺は衰退していたと推測される。発掘調査においても15～ 16世紀の遺物は少なく,古
文書と一致する。

【近世の屋島寺―再興と発展―】
江戸時代になると屋島寺は勢いを盛り返す。それは先の龍厳の勧進活動等によるところが大きいと

思われる。寛永 11年 (1634)書写になる『讃岐囲中寺社領高書上痛』によると讃岐に封じられた生

駒氏から寺領 43石 3斗余の加増をうけ,年代は不明であるが屋島寺所蔵の F生駒一正寄進状』によ
ると米 。人・資材等の提供を受けている。また天保 4年 (1833)高松藩士香西義賢の書写になる『寺

社記』によると松平氏からも千体仏堂の施入,54石 3斗余の安堵等を受けている。江戸時代前期の

17世紀頃に屋島寺の復興が急速に進んだことを伺うことができる。

今回の調査結果では,調査区南側で確認された集石をはじめとする整地層があり,年代的には集石
下部から出土した陶器から17世紀末～ 18世紀前半とみてよく,この地業が文献史料から読み取れる

17世紀頃の復興と関係があるのかもしれない。そして江戸時代後期の『讃岐囲名勝固含』『金昆羅参

詣名所固會』によれば,ほぼ現在の屋島寺に近い配置になっている。国會には調査該当地区に,南北
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に長い「茶堂」と呼ばれる建物が描かれているが,残念ながら今回の調査ではそれに伴う柱穴等は検

出できなかった。

第 46図  『讃岐回名勝国會』 (黒枠の範囲が調査地)

第 4節 屋 島 にお ける寺 院造営 の起 因

屋島に古代の山岳寺院が造営された起因について,少 し考えてみたい。従来,平安時代の山岳寺院

については,天台・真言宗の平安新仏教が隆盛させたという考えが一般的であった。これに対して,

最近は平安以前の飛鳥・奈良時代から山岳寺院が存在することや,「僧尼令」に定める山居の許可手

続きの存在から,山岳寺院が平安新仏教に限らないことが指摘されている (上原2000 200D Oさ らに,山

岳寺院を平地寺院の4笏業の場としてとらえ,両寺院のネットワークが形成されており,奈良時代にな
ると東大寺をはじめ各国分寺も山岳寺院を抱えネットワークを形成し始めるとされている。山岳寺院

との距離は20km近 くにもなるという。それでは,屋島寺の場合はどうなのであろうか。

屋島寺は,高松平野北東部にあたり,海に突き出た島状の山の上に立地する。一方,讃岐国分寺は

高松平野西部にあたり,高松平野とは小丘陵によって隔離された盆地状の小平野に立地する。この小

平野は,西では綾北平野にも続いており,綾北平野には讃岐国府が所在していた。古代の行政区画で

は,屋島寺は高松平野東半分にあたる山田郡に属し,国分寺は国府と同じ阿野郡に属する。両郡の間

には高松平野西半分を占めていた香川郡が所在する。屋島寺と国分寺との直線距離は約 16kmを測る。

さて,古代において屋島寺と国分寺を直接つなぐ考古資料や文献資料は,現在のところ確認されて
いない。しかしながら,興味深い資料として,明徳 2年 (1391)の 『大和囲西大寺諸國末寺帳』に,
国分寺,屋島寺そして鷲峰寺の 3ケ 寺のみが讃岐国における西大寺末寺として記されていることであ

る。永享 8年 (1436)の 『大和國西大寺坊々寄宿諸末寺帳』でも同様である。中世において,各国の

回分寺が西大寺を総本山とする真言律宗に組み込まれていつたことは知られており,讃岐国分寺も例

外ではなかった。その国分寺と運動したのが,讃岐国では屋島寺と,国分寺と近い距離にある鷲峰寺

だけという点が重要であり,こ れら2寺は 14～ 15世紀において国分寺と密接な関係にあったことが
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うかがえる。この関係が古代にまで遡るかどうかは,今後の資料の増加が待たれる。

また,屋島寺を考える上で,屋島寺がある山田郡の特異性も注意すべきであろう。山田郡は,天平

宝字 7年 (763)の 『山田郡司牒案』によれば,大領に綾公人足,少領に凡直,主政に佐伯,復擬主政
として秦公大成が記されており,大領から主政までの要職を郡外の有力氏族が占め,郡内で最も名前が

坂出する秦公が復擬主政になっているに過ぎない。遡つて古墳時代においても,高松市茶臼山古墳や久

本古墳などのように地域色が薄く,畿内の影響が色濃く表れており,天智天皇 6年 (667)の屋嶋城築

城に繋がるものと考えられる。このように山田郡は,古墳時代から畿内の影響力が強く,奈良時代に

なっても讃岐の他郡の有力氏族に支配が任されている状態であった。このことは,国分寺や国府があ

る阿野郡を支配し,讃岐国内で最も有力氏族と考えられている綾公が,大領として山田郡の実権を握っ

ていたと考えることは容易であり,屋島寺の創建にあたつても関与していた可能性が指摘できる。

さらに,屋島北嶺にある礎石建物跡の基壇中から出土した須恵器多口瓶 4点の存在も重要である。

調査を担当した山元氏によると,類例として多口瓶が各地の有力寺院跡から出土しており,県内では

九亀市法勲寺から出土しているのみであるとされている (山元21Xlめ 。県内の類例は,その後の調査や整

理により, まんのう町中寺廃寺で灰釉の多口瓶が出土するとともに,讃岐国分寺跡で須恵器のものが

出土していることが判明している。それでも,有力寺院跡から出土していることに代わりはなく,綾
氏の影響が大きい讃岐国分寺跡や法勲寺から同じ須恵器の多口瓶が出土している点は,注目できる。

以上のように,屋島寺が讃岐国分寺の山岳寺院として創建された可能性を述べてきたが,現段階で

は根拠は少なく仮説に留まっている。なお,渡部氏により,讃岐国分寺から約 4.5km離れた中山廃寺は,

出土する軒瓦 (10世紀前半)から国分寺に関係する山岳寺院の可能性が指摘されており注目できる破

部2∞0。 10世紀代においては,平地の寺院である高松市拝師廃寺やさぬき市長尾寺においても,国分

寺と同文 (同籠 P)の瓦が出土しており,将来的には平安時代における讃岐国分寺を核とした寺院の

ネットワークの存在も想定できるかもしれない。今後の資料の増加によって,屋島寺創建の歴史的事

実が明らかになることを期待するものである。

第7図 屋島寺・讃岐国分寺 。中山廃寺の位置図
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第 5章 屋島寺周辺の調査

第 1節 調査の一覧

屋島寺周辺においては,高松市教委や香川県教委によって,時々調査が実施されている。それは,
屋島全体が史跡名勝天然記念物に指定されているだけでなく,屋嶋城跡や屋島寺といった重要な遺跡
が屋島寺周辺に所在するからである。これらの調査は,今回報告した面的な発掘調査を除いて,すべ

て試掘調査や工事立会といった小規模なものである。そのため,調査内容が十分に周知できていない

場合がある。本章では,市教委が実施した調査のうち,未報告のものを報告する。屋島寺周辺で市教
委が実施した調査は,第 48図のとおりである (屋嶋城跡の確認を目的とした調査は除く)。 このうち,

⑤～③は史跡天然記念物屋島基礎調査事業で実施したものであり,すでに報告済みである (山元200D O
また④は今回の報告であり,残 り①～③と③について報告する。

碧

/た＼

上

/

第 48図 屋島寺周辺における高松市教委の調査地位置図 (縮尺 1/3,000)

①昭和42年度調査 (水族館)② 平成2年度調査 (倉庫)  ③平成2年度調査 (鎮守社)
④平成2年度調査 (宝物館)⑥ 平成7年度調査 (屋島基礎)⑥ 平成8年度調査 (屋島基礎)
⑦平成9年度調査 (屋島基礎)① 平成 13年度調査 (屋島基礎)③ 平成 10年度調査 (庫裏)
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第 2節 屋島水族館建設工事に伴 う試掘調査

昭和 42年度,屋島水族館建設に伴う試掘調査が実施された。当時は,本市に文化財専門員が不在
であったことから,高松市文化財保護委員であった大西正男氏・小竹一郎氏・細漠福太郎氏が主体と

なり,香川大学および香川高校 (現高松南高校)学生の協力を得て調査が行われた。調査期間は昭和
43年 1月 20日 から3月 31日 までで,その間の土日を利用した廷べ 12日 が費やされた。調査は,屋
嶋城跡の遺構確認を主眼とし,水族館予定地の試掘調査と,屋島寺周辺に残る土垣と浦生の石塁に対

する分布調査であった。試掘調査では計 14本 (図面上,本文では 15本,第 49図)の トレンチを掘
削したが,遺構は確認されず,石鏃と布目瓦片などが出土したに過ぎない。しかしながら,弥生時代
と古代の可能性がある遺物が出上したことは,当時としては屋島山上の遺跡を考える上で重要であつ

た。分布調査においては,土垣と石塁の平面図が作成された。

その後,調査終了すぐの5月 に報告原稿がまとめられたが公表されることはなく,昭和 56年の『屋

島城跡』で簡単に触れられたに過ぎない醸井D観 )。 そこで,こ の報告原稿を今回掲載することにより,

調査内容を公表したい。なお,出土遺物の年代比定や「土垣の状況」「結論」において明らかな誤り
が認められるが, ここでは修正せず原文のまま掲載している。また,手書きの原稿が2部あり,1部
は下書きで, もう1部は清書したものと推測される。ただし,清書したものは,なぜか結論が題名だ

けで内容が記されていないことから,今回の報告にあたり文章の大部分は清書したものを使用したが ,

結論は下書きのものを使用した。

屋 島山上発掘調査報告

(1)発掘調査の動機および目的
高松市屋島西町、浦生の櫓内に残存する屋島古城跡は、

天智天皇 6年 (西暦 667年 )倭国高安城、対馬目金田城と
ともに、外敵に備えて築城された大規模な朝鮮式山城の史

跡として昭和 9年 11月 10日 国の指定をうけている。

朝鮮式山城はその構造が山頂のみに止まるにしても (第

1式 という。)、 または谷を包擁して石墨・石垣が設けられ

たにしても (第 2式という。)、 城塞としての機能を発揮す
るためには、必ずや山頂を中心として築城されたであろう
こと1よ、 高所から1よ戦い易く、 低所から1ま戦ヤヽ難ヤヽとヤヽう
古代から近代に至る接近戦の鉄則からして、想像に難くは

ない。

屋島城も浦生の谷間にある櫓内に存在する以上は、北嶺

または南嶺、または双方ともに含まれて、その機能を発揮

した朝鮮第 2式山城であったと考えられてきた。
しかし、山上南嶺には早くから鑑員の開山という所伝を

もつ屋島寺が開かれており、その周辺や北嶺は古城跡を思

わせる数々の伝説に彩られながらも、一つには源平古戦場

でもあった関係からか、城跡を実証する遺物・遺構が乏し

いせいか山城としての輪郭がうすれ、果ては屋島山上を山

城外におこうといった説まで飛び出す始末であった。

一方観光ブームにより山上の観光開発はすすみ既に北

嶺の千問堂という伝説地も、南嶺の屋島寺東方も、それぞ

れ遊園地、休憩所、駐車場のために開発利用されて、いま

や調査不能の状態になった。

加えて昭和 41年 5月 南嶺山上は自然公園法による再開
発計画の対象となり、宿舎区、園地区、墓地区などに区分

し、これらを結ぶ道路の新設が計画され、厚生省告示第

262号 として告示された。

かくて南嶺山上も、その調査を待つことなくついに破壊

されつくすのではないかという危ぐを生むに至った。

高松市教育委員会は、これをおそれて、すみやかなる調

査の必要を痛感し、南嶺屋島寺西方の田畠を中心とする地

域における「未開発文化財の基礎的調査、および屋島城跡

の埋蔵文化財の発掘調査」実施を決定、昭和 42年 10月 6

日、文化財保護法に基づき、史跡・天然記念物の現状変更

の許可申請を行ない、同年 12月 22日 、その許可を得ると

同時に高松市文化財保護委員会に調査実施を委嘱した。

(2)調査地の位置および附近概況
屋島は高松市の東部に位置する標高 2921メ ー トルの南

嶺と、2818メ ー トルの北嶺が連なった南北 5キ ロ、東西
2キロメートルのいわゆるメサ型の代表的な山である。

花筒岩の基盤上は、讃岐式安山岩といわれている古銅輝

石安山岩の層が重なっている熔岩台地で山頂は平坦、頂上

周囲の大部分が断崖絶壁となり、僅かに南北両嶺の連なる

中央西部浦生に至る谷間が比較的ゆるい傾斜面をなして

いて、今もここに屋島城の城壁であったと思われる石墨、

石垣の一部が残っている。この浦生の谷間をのぼれば「弘

法谷」となり、ついで南嶺、屋島寺東部 (現駐車場)に至る。
なお水を追ってさかのぼれば、ルリ宝池 (血の池)か ら
さらに南の小ため池に至る。

寺伝によればルリ宝池は、屋島寺開山の際に本堂の辰巳

(東南方)に ルリ宝を埋めて築かれたとあり、南部の小た
め池と一水系をなしているが、湧水は何れにもない。

調査予定地は南嶺屋島寺の西方約 150メ ー トルの位置に

ある水田、畠および荒地で、この最南端に大池があり、そ

の西約 30メ ー トル離れて井戸が掘られている。

予定地の大部分は約 50セ ンチを掘れば湧水を得ること

が可能であり、これら寺西の水は現在も少量ながら小溝を

流れ、水道を通じて鑑蔵ケ谷に至り、急坂を下つて浦生の

畠をうるおしている。この外水については、北嶺長崎道に

そって「比丘泉」。東大門の側 (甚五郎ホテル附近)に「出
水」。旧利剣寺 (現在仁王門西)の下に「大泉」。その他に
も水不足に備えた井戸が数ケ所あるが、何れも寺西の水系

や、ルリ宝池の水系とは関係がない。

発掘調査予定地の西方、獅子の霊巌の存する断崖を下に

約 50メ ー トル下れば、“物見台"の遺構とも思われる一辺
15メ ー トルの集石が認められ、ここからは西方海上一帝

が望見せられる。北嶺にも西方に面してこの種のもの二、

東西にも構築のあとは明らかではないが二あったと伝え

られている。
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いずれも “魚見台"と いい伝えられているが、実際に魚  出席を依頼し、山上桃太郎旅館において発掘調査の実施計
群の発見にも役立つが、古代の望楼ともみられる。     画を開催、松浦氏所有の地図などを委考に種々協議を行っ
南嶺と北嶺の中間やや北嶺よりに “櫓が丘"と伝えられ  た結果
る表面平かな岩台があり、ここからは島の東西両面が一度   (1)屋 島城遺跡に焦点をしぼって山上、山下を調査する。
に展望される。周囲の岩相からみて自然に形成されたとも  (2)許 可地内の南北に2本東西に3本のトレンチをまず
思えず、浦生の石墨、石垣所在地を “櫓の内

"と伝えるの    掘る。
に呼応して屋島城の櫓の遺構と伝えられている。      (3)そ の起点は最低面北端にとる。

また北嶺千間堂の池を構築した折に、この地下 2メ ート  (4)1月 20日 から発掘調査を開始する。
ル下から炭が出たという。 (馬場安一氏談)        以上のことを決定し、作業員については、香川大学学生お

ここは古 く寺院があったとも “のろし台"であったとも  よび香川高校郷土研究会の協力を得ることとした。
伝わっており、一帯に密生する松樹もこのあたりには殆ん  ※香川高校は現在の香川県立高松南高校のこと
どないし、その北約 150メ ートルの地点、松樹のなかに現

に径 25メ ー トル位の円形の漂地があり、これまた “のろ   2 調査の経過
し台"と の伝説をもっている。               1月 20日 (土曜日)曇
南嶺屋島寺東に東大門跡がある。寺院の遺構であつた   指導者
か、屋島城に属するものの遺構かは不明である。         小竹、細漢、大西、多田明善高校講師 (歴史学)、

東大門跡から東方山下の安徳神社に通ずる急な道も、い    多田香川高校教論 (地理学)
まは山腹の崩壊防止施設のためとだえてしまった。       作業従事者
又屋島寺正面仁王門の外東西両面に自然石とみられる    香川高校郷土研究会員 11名
岩石を使用した野面積 (乱積)の石壁があり、中世以降修   午後 1時作業開始、最低面北端の起点から南へ第 1ト
復の跡が認められるが奈良朝時代以前のものであろうか、  レンチにかかる。約 30セ ンチ掘 りすすんで湧き水があ
又仁王門外の寺院の基壇ようの階段は平安初期以前の様   り、かつ岩石多く掘進が困難であつたが、午後 5時第 1
式であるが、その築造年代はわからない。          トレンチの掘さく終了出土品なし。

次に調査予定地を含む屋島寺周辺における土垣の存在   1月 21日 (日曜日)晴
であるが、表面調査によれば、寺の北側約 75メ ー トルに   指導者
高さ約 50～ 70セ ンチの上垣が東西に連なり、その基底    小竹、細漠、大西、多田 (歴 )
には石を敷いた形跡も認められる。一面の樹根に妨げられ   作業従事者
て土垣の識別の困難なところもあるが、この土垣は西にの    香川高校郷土研究会員 11名
び鑑蔵ケ谷で一度切れ、再び霊巌の各茶店の裏の松並木道   第 2ト レンチにかかる。北から掘進約 50セ ンチで集
にそい約 30～ 50セ ンチの高さで南にのびて寺の正面か   石塊にあう。集石はトレンチを横切り東西にのびている
ら霊巌に通ずる道路に達する。一見これで切れたようであ  如くであり、南北約 28メ ートルにおよぶ。
るが、この道路の南にそって東に走り、旧利剣寺院内に達   石はコブシ2倍大であり、田畠肥沃土中から出た廃石
し、ついで仁王門内に至ったごとくである。 (第 1土垣と  を集めたものであろうかと思考、流水のはけ口を作るた
称す。)                        め約 20セ ンチ巾に石をとり除いた。この集石の北辺に

なお寺の北側において第 1土垣から南に約 15メ ートル  接 して緑色の粘土層に紅色粘土層が重なっていること
離れた竹薮の中に第 1土垣にほぼ平行 して高さ約 2メ ー  が判明したが、集石の東西の長さとともに次後の調査を
トルの土垣が東西に走つている。              待つことにし、そのまま残して更に第2ト レンチを掘り

これは、西端から直角に南走し、寺に近づいて切れてい  すすむ。
て、かねさし形をなしている。                集石の南に布目の瓦片一出土。

この上垣は、外側は低く、内側はやや高く殆んど寺の境   1月 23日 (日曜日)曇
内の密生する竹林の中にある。 (第 2土垣と称する。)     指導者
屋島山上における地層は、地域によって異なるであろう     小竹、細漢、大西、多田 (歴 )
が、 ドライブウエーのために、現われた断層によれば、下   作業従事者
部には花尚岩があり、その上層に緑色礫含有粘土、紅色礫    香川大学学生 9名
含有粘土 (表面黒色礫を含む)凝灰岩、安山岩の順序に層   第2ト レンチの残部分の掘さく終了、ウワ薬の充分に
をなしており、安山岩は板状掃理又は柱状掃理を伴ない、  かかった磁器破片少々出上、つづいて第 3ト レンチに
その破砕面は玄武 (亀の甲の形)に似たものもある。     進む。うち無柄石鏃一本弥生式時代か (縄文式時代に近

い。)と 思われるもの出土。

(3)発掘調査の経過                    2月 3日 (土曜日)曇
1 準備調査                       指導者

高松市文化財保護委員会では屋島山上発掘調査の委嘱    小竹、細漠、大西、多田 (歴 )、 多田 (地 )
をうけ、ただちにこれに応ずべく12月 26日 委員会を開き   作業従事者
小竹、細濃、大西三氏を中心とする屋島城跡埋蔵文化財発    香川高校郷土研究会員 11名
掘調査団を編成、調査を計画実施することとした。       第3ト レンチより第 4、 第5ト レンチに進む。このト
調査団では先ず事前調査として奈良県、長崎県、福岡県   レンチは壊上の下約 25～ 30セ ンチは赤色礫、ついで緑
に対し、その管下の高安城跡、対島の金田城跡、大野城跡   色礫を含む粘土層に達する。
等に関する調査の成果ならびにその研究調査者氏名の照   その下は湧水あり、掘進困難、出土品みるべきものな
会をするとともに既発表文献の調査研究を急いだ。      し。
注 参考文献                     2月 4日 (日曜日)曇
斉藤忠著 古代城柵跡および住居跡         指導者

岡田唯吉著 屋島山の成因               小竹、細漢、大西、多田 (歴 )

それぞれ資料を得、研究調査者との連絡もついたので 1     作業従事者
月 5日香川県文化財保護委員・松浦正一、六車恵一両氏の     香川高校郷土研究会員 13名
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総員を 3班 に編成し、第 1班は 7・ 8・ 9ト レンチ、
第 2班は 10,11・ 12ト レンチに、第 3班は第 13ト レン
チにかかる。

第 7～ 12ト レンチは地山と考えられる紅色礫包含粘
土を出すまでを目途として掘進し、第 13ト レンチは第

2ト レンチに現われた紅色礫包含粘土層と、緑色礫包含

粘土層の重なりの南端の集石にそって西に進むことに

する。

先ずこの両粘土層の南端の所在を確認するために、第

2ト レンチからこの第 13ト レンチの西端に至る間に、

巾約 50セ ンチ、深さ約 50セ ンチの小 トレンチを南北に

4本掘り、これにより両粘土層の南端の概要を確かめ、
第 2ト レンチからこの両粘土層の南端にそって約 30セ
ンチの深さに第 13ト レンチを掘 りすすめた。集石は西
へ約 2メ ートル (全長約 6メ ートル)でなくなって、あ
とは粘土層のみとなった。このところ湧水は全然なく水

田よりも低地にあり、乍ら水もちが悪く (所有者談)水
田として利用されなかったのも、紅・緑色礫包含層の存

在によるものであろうか。出土品なし。

2月 10日 (土曜日)晴
指導者

小竹、細漠、大西、多田 (歴 )、 多田 (地 )

作業従事者

香川高校郷土研究会員 13名
前回同様 3班で作業続行。
2月 11日 (日 曜日)晴
指導者

小竹、細漢、大西、多田 (歴 )

作業従事者

香川高校郷土研究会員 13名
作業は前日に続く、10～ 11ト レンチの表土浅く、出
土品とまぎらわしい石片にうわ薬のかかった新しい磁

器片のみ。午後は全員でこの調査地の中央を南北に流れ

る溝をさらえた。

溝の東西の土壇の倒壊を防ぐための木杭数本あり、須

恵器よりは補新しいかと思われる土器片出土。

2月 18日 (日 曜日)晴
指導者

細漠、大西、多田 (地 )

作業従事者

香川高校郷土研究会員 10名
この日現地のボーリングによる調査を行なう。あらか

じめ香川大学高桑糸し博士の指導をうけ、実測、記録、機

器の各班に分れ手廻しのボーリング機械により高さの

異なる場所7ケ所について調査。
2月 24日 (二L曜 日)晴
指導者

小竹、大西、多田 (地 )

作業従事者

香川高校郷土研究会員 9名
2班に分れ第1班は12～ 15ト レンチ、第2班は、発
掘現場をはなれて、寺院裏の第 1土垣の清掃、実測調査
を行なう。土垣は寺裏で巾 1メ ートル、高さ約50～ 70
センチ、発掘地西方で巾70～ 80セ ンチ、高さ30～ 50
センチ (何れも路面より)南方の一辺は西半分は巾2
メートル、高さ30～ 50セ ンチであるが、東の部分は全

然不明。ただわずかに土垣上に顕著である樫の木が東方
には大木となって並んでいることから、土垣が存在して
いたであろうことが推測されるに止る。

第2土垣は外恨1から測って高さ約 2メ ートル、内側は

約70～ 80セ ンチ。密生する竹林中にあり、また雑木多
く、破壊した所があり、実測を妨げるものが多かった。
この土垣の表面には各種瓦が散布していた。

3月 17日 (日 曜日)晴
指導者

小竹、細漠、大西、多田 (地 )

作業従事者

香川高校郷土研究会員 8名
第 1土垣、第 2土垣の実測ならびに 10、 11ト レンチ
にかかる。出土品なし。

3月 24日 (日 曜日)晴
調査団員一同浦生椿内に存する石墨、石垣の調査を行

なう (第 51図 )。
3月 31日 (日 曜日)晴
調査団員全員で トレンチの復元を行なう。

(4)出土品
発掘にとりかかるまでは相当な出土品があるのではな

いかという期待をもっていたが、結果出土品からはその量

から見ても質から見ても屋島城跡を実証するものは発見

されず、期待を裏切られるものであった。

数少ない出土品中、第 3ト レンチ地表下約 30セ ンチの

赤色を言びた粘土中から一個の石鏃を発見した。(写真 1)

尖端は上下とも欠損しておるが、長さ推定 24セ ンチ、サ
ヌカイトを磨いてあり、製作は功妙で弥生時代に属すると

見られる逆し型石鏃である。同類型の石鏃は屋島東方の五

剣山、源氏ケ峯附近ですでに発見されているが、屋島では

最初であろうか。

こうした石鏃がこの調査地から発見されたことについ

ては色々のことが考えられる。まずその出土地点は、小規

模の谷を形成するその谷の中央最低部であり、この地点東

には屋島寺の境内とそれにつづく森があり、南には西鼻詰

という広場のあるところから、この双方からの流水によっ

て流れて来たものか、または開懇に当って人工的に壊土

とともに搬入せられたことも考えられる。とに角、これ

によって屋島山上に弥生式遺跡の存在する可能性がある

かも知れないし、 (弥生式遺跡が 300メ ー トルの高地にも

あり得る例としては、三豊郡詫問町柴雲出山遺跡がある。)

また単に狩猟人が足跡を止めたということを物語るもの

かも知れないが、いずれにしても今後の調査による外はな

ヤヽ。

次に土器であるが前記石鏃出土にもかかわらず、弥生式

土器と断定し得るものは発見出来なかった。ただ第 3・ 第

4ト レンチ発掘中に上器の器脚と見られるもの 2ヶ を発

見したが (写真 1)、 いずれも焼成の硬さから、土師器よ

りもなお新しいものと思われるものであった。

このほか須恵器と思われるものの破片 (口縁部)1ケ を
中央溝の中から得たが他のもの混合して出土しており、か
つ小形であった。

次に瓦片であるが、第2ト レンチ集石の南から布目瓦を

得た (写真 2・ 3)。 同様の布目をもつものは、表面調査

により、桃太郎ホテル西の第 1土垣附近からも、寺裏の第
2土垣附近からも採集出来た。何れも平瓦の破片で表裏こ

とに裏面の布目の状態から見て讃岐国分寺跡出上のもの

とほぼ同様であり、まず奈良時代のものと考えられる。

(5)調査地ボーリングの状況
この地は寺境内と霊巌の断崖高部とに狭まれた谷間を

なし、南部は高く、北部は低 く、3段の急傾斜段をもつが、

谷全体がゆるやかに北に傾く。ボーリングの結果、紅色礫

は常に緑色礫よりもさきに現われ、紅色礫包含層の下は緑

色礫包含層をもつ。 しかしこれらはともに粗雑で軟らか

く、容易に伏流水の出入を許すようである。

ボーリング①の東南方は池であり、南方に丼戸がある。

明治 8年の屋島寺境内図によれば、上記井戸の位置に
「池シキ八畝歩」とあるが、この井戸と東方の池との中間
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の畠は大量の腐蝕植物を含む上であることから、古くはこ

の井戸を含めて一つの浅い大池であったことも考えられ

る。ボーリング④ -135メ ー トルにある薄黄の粘土層は
かつて池であった時の底部に形成されたものであろうか。

又各ボーリングにより発見されたち密な粘土層は相当堅

牢であり、ボーリング①③などでは機器が通らず岩盤と誤

解 した程であったがこれも池の底部であつたと判断せら

れる。そうであるとすれば北部第 13ト レンチの畠は、そ

の地層から判断して池の土提をなしていたものではなか

ろうか。

第 2ト レンチから第 13ト レンチの畠地にまたがって東

西約 6メ ー トルにおよぶ集石は池の水門として堤防の破

壊をまぬがれるために築かれたものでもあろうか。しかし

この集石が例え池の水門として築かれたものであったと

しても、屋島城の遺構であるとは断定出来ない。

(6)土垣の状況

第 1土垣は第 50図 の通り、寺の裏のもの、調査地西部
のもの、同南部一部のものに分れており、これらは当初互

にゆるい曲り角をもって連なり、寺を包んだことは一見し

て明瞭である。なお寺の東部境内簑山神祠東部からほぼ南

北に長く、土垣が一本存在したかも知れないことはその南

部の草むら中の上墨から想像される。

この上垣の表面調査の結果は、時代を決定する積極的な

資料は観られない。露出する土石のうち平板なる石が総て

平らかに土中に包まれていることで、その構築が版築によ

る土垣であることを知ることが出来る。

寺裏 (北面)土垣中に約一米の切れ目があって現に交通
に利用されてはいるが土垣構築当初作 られた門か否かは

不明である。後世崩壊利用されたものかもしれない。

この上垣西北角 (調査地の北部)は方形の一角でなく、
大きく丸みをもっていたことが実測により明らかとなっ

た。これは飛鳥時代より奈良朝時代から平安朝時代の寺院

や城跡が全部直角であるのに比 して著 しく異なる点であ

る。

次に西部の土垣の主軸は北 10° ～南 190° の方位を指す。

(以下第 50図参照)推定される寺の東部境内の上垣もほぼ
同様であろうし、南部の残在土垣の一部が西 280° 一東 100°

であることは寺の本堂、四天王門、客殿、大坊、同門、仁

王門、参道寺がそれぞれ西 280° 一東 100° 、南 190° 、北 10°

であるのと調和し、何れも正北 (太陽南中の反対側)を基
準とするものである。

磁石の北 (中北)と は現在 (1968年 )で約 10° の偏角を
なしている。

寺の北の土垣の主軸は西 300° ～ 306° 東 120～ 126° で著

しく他の辺や寺の建造物と不調和である。

磁北 (磁石の北)に よつたとしてもこうはならない。日
本地方の磁北は4世紀以来では、A D 650年 は偏角は最高
で西に約 17° 、920年 ころは西に約 16° 、1250年 ころおよ

び 1680年ころは何れも東に 6° であつて、土垣北辺の東に

30° という偏角のあつた時代は考えられない。(NHK、 竹

内均、上田誠也、地球の科学 Pl18、 46表 角川、藪内清、
中国古代の科学 P172～ 173)

土垣北辺は道にそつている。これは土垣西北角の浦生道

(鑑蔵ケ谷にそう)を通じて浦生に至る道や、駐車場の東
部墓地の中を通ずる西 300° 一東 120° の上垣と墓石の列並

びにその中を通る旧道と一連の道をなしている。寺裏の上

垣に浴う旧道から西の海上に至る浦生への道、東の海上に

通ずる東大門から直ちに山下の安徳神社附近の海上に通

ずる。これらは一連の連絡路であったことを物語るもので

あろうか。

そうなると土垣も、これらの連絡路も、寺とは直接の関

係はなく、屋島という、この島に築かれた水城に関係した

連絡路であり、また土垣でなくてはならない。寺の創建以

後は専ら寺の門前の東西道力漸」用されることとなり、明治

8年以降になって墓地中の旧道に対して、新しく甚五郎ホ

テルの北に通ずる道も成立したのであろう。

土垣には絶対年代を明示する根拠はないが、北辺土垣の

東端 (藪の中)は土壇によつて崩れ去っている。そしてそ
こに卓越する古瓦は、平安か鎌倉時代のものと思われるよ

うなもの裏面に細かい布目 (タ テ糸 34本・横糸 34本)を
もったもので、寺宝物館保存の天文 2年九瓦より古いもの

であるから、この建築により上垣北辺東部は崩れ去ったか

簑山神祠の参道が湾由していることは、東北角に上垣がか

つて存在した、その湾由部であつたことを物語るものと思

われる。

藪の中に著しく散布する古瓦が第一土垣中には一片も

ないことは、消極的にであるが土垣が寺院建立以前即ち古

代城跡の城郭であることを物語る以外の何ものでもなか

ろう。

(7)結論
屋島城遺跡である石墨、石垣が浦生の「櫓内」という谷

間にあることはこの古代城は朝鮮式第 2式であつたこと

を物語り、山上を含めての一大城跡であったことは建築史

学上問題のない事実である。

今回の調査地の発掘調査によつて、僅かに出上した弥

生式石鏃一本、土師器の器脚 2本 (古墳後期～奈良時代 )、
古墳時代の須恵器片などが出上していて、屋島寺開基以前

に既に人の足跡印せられたことが明らかである。しかしこ

の少ない出土品は自然に流入し、または開懇時に人工的に

搬入された壊土とともに外部から入りこむ可能性がある。

しかし湧水または天水を保存利用の可能性のあることな

らびに自然の紅色礫、緑色礫含有粘土層に合わせて設けら

れたと認められる土提・集石に従つて水とり口遺構はここ

が古代城跡であることを物語ると思われる。

表面調査に於いて、第二土垣ならびに第一土垣 (桃太郎

旅館西側の部)にて採集されたと同様式の奈良時代の瓦片
が集石のやや上流からも出上したことは何を物語るのか。

瓦は上代早く寺院にのみ使用せられたと考えられるから、

この地の水は寺院によって使われるために、寺院によつて

集石などが始めて作られたのではないかとの憶測もなり

たつが、城が廃城になったあと、または廃城にならないう

ちにここに早く寺院が開かれたと解 しなければならない。

古瓦は、しかし石鏃同様、第2ト レンチに出土したことは、

外部からの流入または搬入の可能性もある。霊巌下 50メ ー

トルの物見台は明らかに城塞等防衛用であって、寺院には

何の関係もなく、また伝説もない。ことに城塞でありなが

ら、その廃城以前にその城中に四天王が祀られた実例もあ

る。例えば福岡県大野城は大宰府の防衛城として重要な機

能を果したが、この城は天智天皇 4年 (665年 AD)に 築
城されたが、廃城の以前宝亀 5年 (774年 )早 くも城内に
四天王が祀られていて、国家鎮護の役割を呆している。こ

のことは奈良時代の国分寺が「金光明四天王寺」とも称さ

れ、仏寺創建が四世界鎮護の四天王を祀ることによって国

家鎮護の目的を果たす為であり、防衛を第一としたことで

も明らかなように、寺の建立が城塞築造と同一目的でも

あったのである。また宮城県多賀町多賀城に附設して多賀

廃寺 (陸奥国分寺)が奈良時代初期に創設されたのも同様
であったと思われる。

この為に屋島城跡の中心部に屋島寺が開かれたことも

あり得たと思われ、早く廃城となったために、いわゆる本

殿の位置に寺院が開かれたのであろうと推定せられる。仁

王門の西側の乱積の石垣も、城跡を示すものかもしれな

い。寺開山の時が何時かは、数少ない出土品から正確にき

めることは出来ないが (1)ま ず奈良時代と見られる屋島

-64-



第一式の瓦が出土し、また散布していること、(2)山獄仏

教は平安時代初期に流行したことのほか、鑑真 (没年 763

年淳仁天皇時代、年 77才)(784年 長岡遷都)の弟子恵雲
によって開かれたとする寺伝を考え合せて、奈良時代末年

か或いは平安時代初期と見られる。しかし弘法大師時代に

ひき下す必要はなく、律宗の寺がのち大師により真言宗に

改められ四国人十八ヶ所に編入されたと解すればよい。寺

の三方を取囲む第一土垣、これは西部・南部は寺と方位を

同じくするが、北部は○○寺とは関係がなく土垣にそつて

走る道とともに、東大門内の土○と道と一連をなし、西は

浦生、東は檀浦に通じていて、寺とは関係がなく、またそ

の土垣中に後代の出土品を含まないことを考え合せて、ま

た西北方・南西方の両角の丸みと合せて古代城に附設の上

壇と考えられる。城の中心は何処か。南嶺の大部分が聖域

である今日、発掘調査は許されず、表面調査のみでは決定

的な結論は出ないが、強いていえば寺院の本堂は東殿、客

殿は本殿、大坊は西殿の位置に当り、本堂裏第二土垣に囲

まれた土壇あたりは、室町以後に寺院関係の建築遺構であ

ろうか。この詳細は将来の調査を待って明らかになること

であろう。(43531)

高松市文化財保護委員 (五十音順)
埋蔵文化財係  大西 正男

小竹 一郎
細漢福太郎

※ ○は,判読不能の文字を表す。

以上が昭和 43年に作成された報告文である。他に残された資料は,付図としての図面,写真,実測図・

拓本の一部しかなく,調査の詳細はこれ以上知ることはできないが,こ の調査に対して検討を加えた

ヤヽ。

まず出土遺物であるが,実物は所在不明なので,写真 。実測図 。図面から推測したい。石鏃は,先
端と基部の一部を欠くが,凹基無茎式のもので弥生時代のものである。屋島南嶺では弥生中期の土器

が一定量出土することから, この石鏃も同じ時期のものと考えられる。土器の器脚としたものは,土

師質土器釜の脚部と考えられ,中世のものと考えられる。写真に写つている他の上器片も中世のもの

と推測される。布目をもつ瓦片は古代～中世のものと推測でき,南嶺の調査では平安時代以降の布目

瓦が確認されていることから, これら布目瓦片も平安時代以降から中世までのものと考えられる。

次いで調査の検討である。 トレンチ調査では,第 2ト レンチの集石以外は明確な遺構は確認されて
おらず,掘削できた深度も30～ 50cmと 浅かったようである。集石についても伴う出土遺物はなく時期・

性格とも不明である。トレンチ調査だけでなく,ボーリング調査も実施されているが,地下 2～ 4m
で岩盤に当たり,岩盤までの堆積層を確認したのみに終わっている。しかしながら,現在の古代山城

研究と屋嶋城跡の調査成果からすると,調査地北側の道路より北に「北水門」と呼ばれる石積みが確

認されており,調査地南側にあった池が屋嶋城跡の貯水池の可能性が考えられている (山元200D。 なお,
ボーリング調査において, この池が昭和 42年度の調査時より以前は西へ広がっていたと推測してい

る点は注目できる。後述する屋島寺庫裏改築工事においても,池が江戸時代以前は東へ広がっていた
ことが確認されている。池が広がっていることから,第 13ト レンチの畑を堤と見立て,第 2・ 13ト

レンチで確認された集石が水門の可能性も報告文で指摘されているが,報告文で慎重を期していると

おり,集石が屋嶋城跡に関わる遺構かどうかは判断できない。

土垣のうち南嶺を広くめぐる第 1土垣については,時期は不明ながら,報告文では屋嶋城跡に関わ

るものと推測されている。しかしながら,古代山城の類例では平坦地から傾斜地へ変わる地点に沿っ

て土塁が巡り,そのため土塁の形は地形に沿って不定形なのに対し,第 1土垣は平坦地においてほぼ

四角形に巡っているだけである。また,屋嶋城跡では,傾斜変換点において土段状の上塁や石塁が現

在では確認されていることから,第 1土垣は古代山城に伴うものではないと考えられる。しかしなが

ら,充分な調査が現在もされていないことから,土垣の年代や築造目的は不明である。
一方,屋島寺北側にある第2土垣については,平成 8年度の屋島基礎調査事業において,室町時代
の屋島寺の寺域を画するものであることが明らかになっており,これについては報告文の推測と合致

している。

最後に,浦生で調査された石塁についてである。「屋島城llL碑」がある谷奥部の石塁については,

古代山城に特有な谷を塞ぐ形で構築されており,現在も屋嶋城跡に伴うものであると考えられてい

る。しかし,その下にある総長 167.6mの石垣は,単に土地の区画に沿って構築されているだけであり,

屋嶋城跡との関係はないと考えられる。しかしながら,調査がされていないことから,石垣の年代や

築造目的は現在でも不明である。
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第 49図 屋島水族館建設工事に伴う試掘調査平面図 (縮尺 1/600)
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土師器片      石鏃
(赤褐色)    (欠 損)弥生式

土師器片 須恵器片
(責褐色)(微黄ネズミ色 )

土師器片     土師質
口縁部・赤褐色  土器柱脚 同左

(1) (2)
(赤褐色)

ら

鰯

↑写真 1

麟
』

齢
緯

「
I

←写真 2

ｌ
　
ｉ
ｔ
ａ
■
■
Ｅ
Ｌ
‐巨
＆
Ｔ
ｒ
，

写真 3→

I A屋島寺西 B第一土垣 (つ【太郎ホテル西)

第ニ トレンチ出土瓦片   採集瓦片 (平瓦)
厚さ24.2mm(平瓦)   厚さ 19,Omm

Ⅱ 屋島寺裏第二土垣出土
丸瓦 (厚 さ 17,7mm)

Ⅲ A第 3ト レンチ出土丸瓦片 B寺境内 (寺裏)採集九瓦片
()享 さ 18 0mm) ナ享さ a33mm

Ⅳ A寺裏第二土垣出土    B同 左出土軒先瓦 (布 目なし)
平瓦片          (単 弁十二葉)

A裏面  B裏 面  B裏 面

同左裏面

同左A裏面  同左 B裏面

同左A裏 (擦過様文)
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高さ
約 50cm

高さ81cm
さ
98
Cm

第 1土垣

第 50図 屋島南嶺における土垣位置図

全長 167.6m

南北 1097m
東西 57.9m

浦生格内に所在する石塁・石垣位置図 (縮尺 1/300)
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第 3節 屋 島寺西側倉庫建築工事 に伴 う試掘調査

屋島寺西側にあたる駐車場 。畑地において,倉庫建築が計画されたことを受けて,本市教委と事業

者である屋島寺は,事前に試掘調査を実施することで合意した。調査は,鎮守社移築工事に伴う試掘

調査と併行して,平成 2年 3月 27～ 30日 に重機によるトレンチ掘削で本市教委が行った。トレンチ

の長さは約 18m,幅は3.2～ 46mで ,建築予定の倉庫に合わせた南北に長い四角形となった(第 52図 )。
試掘当初から池がかつてあった場所と想定していたが,調査結果はその予想を裏付けるものであった。

地表から約 2.6～ 2.8mま では池を埋めた際の埋上であり,その下に約 20cmのヘドロ層が溜り,ヘ ド
ロ層を除去すると白色の岩盤 (凝灰岩)が露出した。出土遺物は確認されなかった。先の昭和 48年

調査の第 49図 を見ても,当該地は池にあたり,昭和 40年代以降に埋め立てられた池と判断できる。

そのため,工事に先立つ埋蔵文化財の保護措置は必要ないものと判断した。

竹 林

畑 地

第 52図 屋島寺西側倉庫建築工事に伴う試掘調査平面図 (縮尺 1/300)

第 4節 鎮守社移築工事 に伴 う試掘調査

屋島寺本堂東狽1にある鎮守社 (熊野権現社)を本堂の北東方向に,つ まり現在地から北へ移築する

計画がなされたことを受けて,本市教委と事業者である屋島寺は,事前に試掘調査を実施することで

合意した。調査は,屋島寺西側倉庫建築工事に伴う試掘調査と併行して,平成 2年 3月 27～ 30日 に

重機によるトレンチ掘削で本市教委が行った。幅2mの トレンチを移築予定地に十文字の形で設定し,
南北の長さ約 18m,東西の長さ約 13mと なった (第 53図 )。 最も浅い西端において深さ約 20cm,最

も深い東端において深さ約 lmで,地山である赤色粘質土層 (第 6層)に達した。このため,現在は

平坦地だが,旧地形は西から東へ緩やかに傾斜していたことが明らかとなった。堆積土層は第 1～ 5

層に分層でき,第 2層から江戸時代以降と考えられるいぶし瓦片が出土したのみで,遺構は確認され

なかった。そのため,工事に先立つ埋蔵文化財の保護措置は必要ないものと判断した。しかしながら,

周辺には古代から中世の布目瓦片が散布しており,付近に古代から中世の屋島寺に関係する遺構が残

されている可能性がある。

／

イ

／

／

ジる
ん
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⑥

垂
―

―
L=2869m

―一L=286.9m

―
L=286.9m

―一 L=286.9m

1.灰黄色土 (2.5Y6/2,瓦 片・落ち葉を含む表土)
2.にぶい赤褐色土 (2.5YR 5/4,瓦 片を多く含む)
3.にぶい赤褐色土 (7.5YR 4/3,赤 色粘質土をブロック状にわずかに含む)
4.にぶい赤褐色土 (7.5YR 4/3,赤 色粘質土をブロック状に含む)
5.にぶい赤褐色土 (7.5YR 4/3,赤 色粘質土をブロック状に多く含む)
6.赤色粘質土 (7.5YR 4/8,赤 灰色の小礫を所々含む)

第 53図 鎮守社移築工事に伴 う試掘調査平面図 (縮尺 1/300)ト レンチ土層図 (縮尺 呵/60)
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北 トレンチ東壁
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第 5節 屋 島寺庫裏改築工事 に伴 う試掘調査

屋島寺の庫裏を改築する計画がなされたことを受けて,本市教委と事業者である屋島寺は,事前に

試掘調査を実施することで合意した。調査は,平成 11年 3月 24日 に重機によるトレンチ掘削で本市

教委が行った。幅 lm,長 さ4～ 8mの トレンチを4ヶ所において設定し,南から順に第 1～ 4ト レ
ンチと呼称 した (第 55図 )。 その結果,伝承どおり全 トレンチにおいて池の埋立地を確認した。特に

第 1・ 4ト レンチにおいて,池端を確認しており,昭和 43年調査の第 49図 に記されている池が,か
つて屋島寺の庫裏にまで広がつていたことが明らかとなった。さらに,第 4ト レンチ東半分において,

溝 1条 と柱穴 6基を確認した (第 56図 )が, トレンチからの出土遺物は江戸時代のものしかないこ

とから,こ れら遣構 も江戸時代以降のものと考えられる。図化できた出土遺物は第 54図で,250～
253は第 4ト レンチの池埋土,254は 第 3ト レンチの池埋土から出土した。250は肥前系磁器鉢で 18

世紀前半のものである。251は肥前系磁器の端反碗で,19世紀中頃のものである。252は肥前系磁器
仏飯器で 17世紀後半のものである。253は京信楽系陶器の灯明皿で,18世紀末から 19世紀前半のも
のである。254は土師質土器の火鉢で,19世紀のものである。これら出土遺物の年代から,池の一部
を江戸時代末期に埋め立て,その後,屋島寺の庫裏が建築されたと考えられる。このことから,工事
に先立つ埋蔵文化財の保護措置は必要ないものと判断した。

∩
250

0         10cm
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第 54図 屋島寺庫裏改築工事に伴う試掘調査第出土遺物実測図 (縮尺 1/4)
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※網掛け部分は庫裏新

第 55図 屋島寺庫裏改築工事に伴う試掘調査トレンチ位置図 (縮尺 1/1,000)

客土 (暗褐色粘土,コンクリート,バラス)

黄褐色粘土

赤褐色粘土 褐灰色粘土

0            1r
黄灰色粘質シルト

第 56図 屋島寺庫裏改築工事に伴う試掘調査第 4ト レンチ平画・土層図 (縮尺 1/40)

暗赤褐色粘土
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1調査前風景 (北から,溝は試掘坑 )

3調査区北側北部全景 (北から) 4調査区北側南部全景 (北東から)

5調査区南側全景 (北から) 6調査区南側全景 (南から)

7調査区南側北部全景 (北から) 8調査区南側南東部全景 (北から)
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1調査区壁面① 2調査区壁面②南側

'|―  'ケ  ~    :上

3調査区壁面②中央 4調査区壁面②北側

5調査区壁面⑤ 6調査区壁面⑥

7調査区壁面⑦ 8調査区壁面①
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1調査区壁面③ SP17付近 2調査区壁面③ SP21付近

3調査区壁面③中央

5調査区壁面③南側 6調査区壁面③南端

7調査区壁面⑩東側 8調査区壁面⑩西側

4調査区壁面③ SP58付近
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1調査区壁面O南端 2調査区壁面①集石南側

3調査区壁面O集石北側 4調査区壁面①埋密付近

5調査区壁面O SK02付近

7調査区壁面⑫中央

6調査区壁面⑫ SP63付近

8調査区壁面②北側
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l SD04全」!妻 (Jと i巧 から, 三手訂,はSD05) 2 SD04南側 (北西から)

3 SD04膏引則 (F菊から) 4 SD05全き」詩 (Jと :東 ん`ら)

5 SK01笞」!ミ  (Jとから)

7 SK03東側検出状況 (東から)

6 SK01凹i[団  (Jと ん` ら)

8 SK03珠こイ則全き;諸  (ゴヒ:東から)
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l SK03東側断面 (東から) 2 SK03匹剥則全」j妻 (「巧から)

3 SD02・ 溝状落ち込み (段 )検出状況 (北東から) 4 SD02・ 清状落ち込み 全景 (南西から)

5溝状落ち込み (段)断面 (西から) 6瓦溜め遺構全景 (南西から)

7瓦溜め遺構全景 (北から) 8瓦溜め遺構断面 (南から)
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l SX01彗き!景 0表から) 2 SX02・ SP01全き」ミ (Jと んヽ ら)

3 SX03全」j妻 (司しから) 4 SX03全」;詩 作萄から)

5埋甕 1～ 3検出状況 (北東から) 6埋甕 1～ 3断面 (東から)

7埋甕 2寛永通宝出土状況 (北から) 8 SP01瓦出土状況 (北から)
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l SB01全」i諸 (F蜀から) 2集石検出状況 (南から)

3集石全景 (北西から) 4集石全景 (北から)

5集石全景 (南から) 6集石 軒丸瓦出土状況

8集石 陶器碗出土状況7集石 軒平瓦出土状況
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1水族館試掘調査前風景 (北から ) 2水族館試掘阻 1・ 2ト レンチ(北から)

3水族館試掘阻 2・ 3ト レンチ (東から) 4水族館試掘阻 4ト レンチ(西から)

5水族館試掘配 7ト レンチ (東から) 6水族館試掘配9～ 11ト レンチ(西から)

7水族館試掘睫 12ト レンチ(北から) 8水族館試掘血 13ト レンチ (東から)
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屋島寺西側倉庫 トレンチ全景 (南から ) 2屋島寺西側倉庫 トレンチ深掘

3鎮守社 北 。西 トレンチ全景 (南から ) 4鎮守社 南 。東 トレンチ全景 (西から )

5鎮守社 東 トレンチ北壁 (南から ) 6鎮守社 南 トレンチ西壁 (東から )

7鎮守社 西 トレンチ南壁 (北から ) 8鎮守社 北 トレンチ東壁 (西から )
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所収遺跡名 れ義房lJ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

屋 島 寺
集落 ?

弥生時代

飛鳥時代

包含層

土坑

弥生土器,石器
須恵器,瓦

寺院
平安～鎌倉

江戸時代

溝,包含層
土坑,溝

須恵器,土師質土器,瓦
陶磁器,瓦

要 約

本調査は,屋島寺境内で唯一実施された本格的な発掘調査である。確認した遺構・

遺物は,寺院以前のものとして弥生時代や飛鳥時代のものがあり,寺院にかかわる

ものとしては平安時代以降のものを確認した。これにより,平安時代以降における

屋島寺の寺院活動を考古学的に証明できた。さらに,現在は平坦地が広がっている
境内が,かつては山岳の起伏がある地形であり,時代とともに造成工事を繰り返し
て,現在の姿になったことが明らかになった。

屋島寺
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